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◉INFORMATION
■塗料事業本部
●ニットク・アメニティシステム連合会──
「令和元年総会を愛知・名古屋マリオットアソシアホテルで開催」

●新製品紹介
「NT水性塗り替え用プライマーＵ」

■自動車製品事業本部
「新工場での生産を開始」天津日特固防音配件有限公司
■塗料事業本部
「いいいろ塗装の日」のボランティア活動に協力
■塗料事業本部
「湘南ひらつかテクノフェア2019」に出展
■業務本部
地域交流企画「第2回夏休み自由研究教室」を開催
■塗料事業本部
「きたかみ・かねがさきテクノメッセ2019」に出展

●ニットクのDIYグッズ　「防音くん・流し台用」
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日本ワインを世界へ。
早見 優  ◉歌手・タレント／日本ソムリエ協会認定ワインエキスパート

「甲州」へ。
暮らしを彩る京都のワイン。
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　明けましておめでとうございます。

　ご健勝、ご清栄のうちに新しい年をお迎えの

こととお慶び申し上げます。本年が皆さまにと

りまして素晴らしい一年でありますよう、心よ

りお祈り申し上げます。また、旧年中は格別の

ご高配、ご厚情を賜り厚くお礼申し上げます。本

年もご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。

　毎年、今年こそ平穏に、1年を無事に過ごせま

すようにと祈っておりましたが、 残念ながら、

西日本豪雨災害や台風19号による災害で甚大な

被害が発生しました。被災された方々に心から

お見舞いを申し上げるとともに、一刻も早い復

旧と復興をお祈り申し上げます。

　昨年、弊社は創立90周年を迎えました。100周

年、さらなる未来に向け、持続的に成長するた

めには、社是の創意工夫のもと、皆さまのニー

ズにお応えし、新たな製品とサービスを提供で

きますよう、社員一同が研鑽を重ねて参ります。

　さて、今年の世界経済は、米中の貿易戦争の

帰趨が見えない中、英国のＥＵ離脱問題の影響、

北朝鮮・中東の政治的緊張など、多くの不安定

要因を抱えて、安心できない状況が続きます。ま

た、日本経済は、令和の新しい時代を迎えまし

たが、実質GDPは、1％台で推移しています。低

成長でありますが、安定的成長ともいえます。つ

まり、量の拡大よりも質の向上で成長していく

メカニズムが日本経済に定着してきたというこ

とであります。しかしながら、消費税増税によ

り個人消費には陰りが見られ、世界経済の先行

きが見通せない中、企業の景況感も慎重になっ

ており、先行きは予断を許さない状況と予測し

ています。

　そのような状況の中、弊社の2大事業でありま

す自動車事業および塗料事業のターゲットは、

環境問題への的確な対応、新市場に向けた革新

的な新製品の開発と提案、2大事業のシナジー効

果による新市場の開拓、等になります。世の中

が目まぐるしく変化する中で、皆様の一言一言

を大切に、皆様に喜んでいただける新製品のタ

イムリーな上市と新たなサービスの提供に邁進

して参ります。

　本年も、さまざまな問題、そして難しい局面

もあるかと思いますが、皆様とともに、社員一

丸となって、『One Team』で積極的にチャレンジ

させていただきますので、ご支援、ご協力を賜

りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　皆様の、ますますのご繁栄とご健勝をお祈り

申し上げます。

ご挨拶

◉代表取締役社長

田谷　純
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▲マルキワイナリー／まるき葡萄酒

▲丹波ワイン

2020（令和2）年1月
日本特殊塗料株式会社・広報委員会／坂口繁伸
駒田寿郎
齋藤デザイン事務所

▲カーブドッチワイナリー

▲ルバイヤートワイナリー／
丸藤葡萄酒工業

▲IMADEYA本店

『ニットクニュース』定期購読者を募集！
『ニットクニュース』の定期購読者を募集しています。ニットク
ニュースは当社が企画、制作し、年に2回（新春号・1月、夏季号・8
月）発行している広報誌（フリーペーパー）です。ご希望がございま
したら、ホームページのお問い合わせフォームからお申し込みくだ
さい。企業、個人、団体を問わずご希望の宛先にお届けいたします。
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◉発　　行　　日
◉企画・発行／編集
◉表紙イラスト
◉制　 作　 協　 力



丸藤葡萄酒工業の貯蔵庫。
約9万本のワインが眠る。
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明治時代に本格的に始まった日本でのワインづくり。 

海外ワインが親しまれる一方、日本のワインは日常生活へなかなか浸透しなかった。

しかし現在、国際的なワインコンクールで日本のワインの入賞が相次ぎ、 

海外のワインファンからも注目を集めている。

これを受けて、日本のワインのブランド化を推し進めるため、

2015年、国税庁は日本で収穫されたブドウのみを使い、

国内で醸造されたものを「日本ワイン」と定め、2018年10月末から適用された。

1874年に国産ワインが生まれてから約150年。

日本のワイナリーはほぼ全国にあり、その数はこの10年間で倍増し、300を超えた。

国産ワインの新しい時代をひらきつつある「日本ワイン」を特集する。

日本ワイン、新時代。日本ワイン、新時代。
特集



はやみ・ゆう●1966（昭和41）年生まれ。3歳から14歳までグアム、ハワイで育つ。
上智大学比較文化学部日本文化学科卒業。1982年「急いで！初恋」で歌手デビュー
し、「夏色のナンシー」や「PASSION」などのヒット曲がある。以後、バイリンガルと
国際感覚を生かしてテレビや舞台などで活躍。2018年にデビュー35周年を記念した
アルバム「"Celebration" ～from YU to you～」、写真集「サマーガール」を発売。趣味
は料理、旅行。2001年に日本アロマ環境協会「アロマテラピー検定1級」取得。2008
年に日本ソムリエ協会認定「ワインエキスパート」取得。オフィシャルブログ「sunshine 
smile」にワインに関する記事をたびたび投稿。2020（令和2）年2月1日、古賀政男
音楽博物館ミュージアム講座「酒井政利のJポップの歩み」に出演予定。

　日本ワインがどんどんおいしくなっ

ていますね。最近は種類が増え、エチ

ケット（ラベル）も凝っていますし、ワ

イナリーツアーも人気です。日本ワイ

ンのマーケティングが変わってきてい

るなと感じています。

　わが家は、私だけでなく主人もワイ

ンが大好きです。お互いに気に入った

ものを買ってくるので、ストックは常

に100本以上。夕飯も飲むワインを先

に決めて、それに合わせて作ります。例

えば、「マスカット・ベーリーA」とい

うブドウ品種を使った赤ワインには、

蓮と牛肉の甘辛炒めなどがよく合いま

す。外国のワインはお醤油や味噌には

合わないといわれますが、日本ワイン

は不思議と合うんですよ。やはり同じ

土地、同じ気候で育ったものは相性が

いいのかもしれません。冬は鍋料理が

多いので、具材に合わせてワインを選

ぶのも楽しみです。

　忘れられないのが、長女が幼稚園に

通っていたときのこと。私が「お弁当、

何がいい？」と聞いたら「生ハム！」っ

て。いつの間にか、おつまみのサラミ

やチーズが大好きな子どもになってい

ました（笑）。その長女も現在18歳。一

緒にワインを飲むのが待ち遠しいです。

　ワインの知識をもっと深めたいと思

ったのは、長女のママ友たちと月に一

度、食事会をするようになってから。ソ

ムリエの資格を持っている方が、ワイ

ンの香りをかぎながら「これは冷涼な

ところで作られたもの」と語るのを聞

いて、「なんで分かるのだろう」と興

味を持ちました。

　それからソムリエの田崎真也さんの

ワインスクールに通い、いろいろなこ

とを学びました。香りはブドウの品種

で異なること、冷涼な地域と温暖な地

域で栽培されるブドウの特徴……。授

業の最後にテイスティングがあり、机

上で学んだブドウの特徴を、実際に色

や香り、味で確認できるので、まるで

パズルのピースが一つずつはまってい

くように理解が深まりました。久しぶ

りにペンだこができるくらい勉強して、

2008（平成20）年にワインエキスパート

の資格を取得。スクールで知り合った

方たちとの交流も広がり、時にはワイ

ンの持ち寄りパーティーも。気の合う

人たちとおしゃべりして過ごす時間

は、慌ただしい日常の中で心を落ち着

かせ、豊かにしてくれますね。

　先日、ワインパーティーでいただい

たフランスの赤ワインを家で開けたと

ころ、思いがけないおいしさで大感激

しました。樽香がきいていて、焼き立

てのブリオッシュのような香りもあり、

口に含んだときの広がりはベルベット

のよう。インターネットで銘柄を調べ

たら入手困難なビンテージワインでし

た。そんな予期せぬ出会いは、とても

幸せな気持ちになります。

　ワインはブドウの品種はもちろん、

その年の気候によっても味が変わるの

が面白さです。私はそんな自然環境を

映し出すワインがすべて好きですが、

選ぶポイントにしているのがコストパ

フォーマンスの良さ。何万円も出せば

おいしいのは当たり前。でも、3,000～

5,000円でもおいしいものはたくさん

あります。一番うれしいのは、1,500円

前後でおいしいワインを見つけた時で

す。シャンパンも高価なので頻繁には

飲めませんが、別の品種を使ってシャ

ンパンとまったく同じ製法で作られる

カバというスペイン産のスパークリン

グワインがあります。こちらは2,000円

程度と手頃。泡が細かくて喉越しもい

いので、私のお気に入りです。

　いま、日本ワインも1,000円台でおい

しいものが増えているので、ぜひ試し

ていただきたいです。選び方に迷った

ら、ラベルの説明を参考にしたり、お

店の方と仲良くなって、自分の好みの

タイプを伝えたりしてはいかがでしょ

う。エチケットのデザインで選ぶとい

うのもいいと思います。

　昨年の秋、テレビのロケで山梨のワ

イナリーにお邪魔しました。楽しかっ

たので、翌月ママ友たちを誘って再訪

しました。ブドウの一房一房に紙で傘

かけしてあるのは、雨から守るためだ

そうですね。フランスに住んでいる友

人が「初めて見たわ」と、日本人の細や

かな手仕事に感心していました。前月

と同じワインをテイスティングしまし

たが、わずか1カ月で味に少し変化を

感じました。ワインって本当に面白い！ 

お土産に買って帰ったのは、甲州の白

ワインです。ちょうどラグビーのワー

ルドカップ開催中でしたから、キリッ

と冷やして、大声でテレビ観戦しなが

らおいしくいただきました。

　日本ワインは味が繊細ででしゃばら

ず、お出汁を使う料理ともよく合いま

す。食事をサポートするお酒として、普

段からもっともっと気軽に飲んでいた

だきたいですね。そして、和食が世界

中から注目されているいま、日本の食

文化と一緒に日本ワインも広まってい

くといいなと思います。

和食に合う日本のワイン

おいしい日本ワインを手軽に

味の変化も楽しみ

ワイン好きが高じて専門資格を

日本ワインを
世界へ。

I N T E R V I E W

◉歌手・タレント／日本ソムリエ協会認定ワインエキスパート

 早見 優
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　まるき葡萄酒は1891（明治24年）年

に土屋龍憲が設立したワイナリーが始

まりです。土屋はワインの醸造技術習

得のために初めてフランスに渡った日

本人の一人。フランスでブドウの栽培

や醸造技術、ワインと料理の組み合わ

せに感銘を受け、「甲州ぶどうが和食

に合わないはずがない」と、この地で

栽培や醸造の研究を始めました。

　現在、当社は不
ふ

耕
こう

起
き

草
そう

生
せい

栽培を行な

っています。ブドウ畑に雑草を生やす

のが特徴で、雑草の根と競合すること

でブドウの木の根を強くし、水はけと

　気候やブドウの品種にもよりますが、

ワインの大まかな製造工程は、7月から

10月ごろブドウを収穫し、選果や除
じょ

梗
こう

（ブドウの茎の部分を取り除く）などの

仕込みを行なってから圧搾。果汁はタ

ンクでアルコール発酵させ、タンクや樽

で熟成させてから澱引きと濾過をし、瓶

に詰めて熟成させるという流れです。

　現在、地下貯蔵庫では「甲州」を中心

に「巨峰」「ピノノワール」「シャルド

ネ」など全24種類を熟成させています。

1959年ものから一升瓶で約3万5,000本。

長期熟成向きではない「甲州」の古酒

を貯蔵しているワイナリーは非常に珍

しいのではないでしょうか。それを可

能にしたのが、先人たちの知恵と技術

です。劣化しやすい「甲州」を、あえて

甘口で熟成させることで味のバランス

保水のバランスも保たれる栽培法で

す。そこに羊も放牧しています。羊が

雑草を適度に食べてくれるので伸び過

ぎることがなく、排泄物は有機肥料に。

羊たちが自由に歩き回ることで地中の

を取りながら、糖分が外敵からも守っ

てくれるよう工夫をしたのです。

　一番の人気商品は「いろ甲州」。柑橘

系のさわやかな香りとすっきりした口

当たりで、酸味や甘味、苦味、うま味

のバランスがとても良いワインです。

樽貯蔵庫で半年熟成させたまろやかな

味わいの「樽甲州」もお勧め。きれいな

黄金色で、アマゴの塩焼きや白身の焼

き魚などとよく合います。

　ここ3年ほどで、ワイナリーツアーの

お客様がずいぶん増えました。以前は

30分の無料見学ツアーだけでしたが、

現在はテイスティングツアー、マリア

ージュツアー、醸造責任者ワイナリー

ツアーと、お客様のリクエストに応え

る形で3つの有料プランを加えました。

微生物の動きが活発化し、土壌の状態

も良くなります。

　近年、自社圃
ほ

場
じょう

を全国各地に広げま

した。嗜好品であるワインを通して、本

質的な豊かさをお届けしたいと私たち

は考えています。ワイン造りは一期一

会の仕事。その時々の大地の恵みを、食

や風景とともに、ゆったりと楽しんで

いただけたらうれしく思います。

熟成にこだわる

第6次産業として発展を

羊を放ち、不耕起草生栽培

栽培している品種は「甲州」や「メルロー」「カベルネ・ソーヴィニヨン」など（左）。「甲州」の
畑に羊が放牧され、不耕起草生栽培が行なわれている（右）。丸囲み写真が日本固有品種
の「甲州」。まるき葡萄酒の自社ブドウ畑は、甲州市のほか、北海道中富良野市、群馬県
渋川市、長野県塩尻市にもあり、総面積は約50haにもおよぶ。

「甲州」へ。
日本ワイン発祥の地で、ワイナリーの数も日本ワイン生産量も日本一の山梨県。
県の特産品であり、日本固有のブドウ品種である「甲州」が国際ワインコンクールで金賞を受賞。
国内外で日本ワインが広く知られるようになった。
その「甲州」を使ったワインをアピールしようと、2019年の夏、山梨県が「ワイン県」宣言をした。
30以上のワイナリーが集まる勝沼は、気軽にワイナリー巡りが楽しめるエリア。
勝沼地区でも老舗のワイナリーを訪ねた。

大地の恵みを心ゆくまで
◉マーケティング企画部部長　内田信嗣マルキワイナリー／まるき葡萄酒株式会社

まるき葡萄酒の2階テラスからの景
色。ブドウ畑と勝沼の町並み、南ア
ルプスが一望できる。夜景や星も美し
く、毎週火曜日に笛吹川温泉別邸坐
忘宿泊者限定でナイトビューツアー
を開催。ブドウの葉が落ちた冬場に
行なう木々の剪定は、実はワインの味
を左右する最も大事な工程だ。

レセプションと呼ばれる仕込み場。収穫したブドウ
をここで受け入れ、選果、除梗、破砕、圧搾を行な
う。年間約300トンを仕込む。7月中旬から10月ぐ
らいに作業をする。見学も可能。

主に「甲州」で使われる圧搾機。液を絞ってほぐす際は
空気が必要になるが、酸素による酸化を避けるため、左
上の袋に窒素を入れ、ホースで圧搾機とつないでプレ
スする。これを導入したことでワインの質が向上した。

地下貯蔵庫に眠る古酒。コルクを打ち、さらに王冠をすることでほぼ酸素に触れさせずに熟成ができる。古酒は20年を
迎えたら一升瓶から720㎖瓶に移し替えて販売し、完売しているヴィンテージもあるほどの人気。醸造長がブレンドの割
合を決める複数年ヴィンテージもある。

2～10㎘まで大小さまざまなステンレスタンクで発酵させ
る。シュール・リー醸造法や樽発酵など作り方のバリエー
ションが増えたため、それに合わせタンクの種類も多くなった。
胴の中央部に水を通して温度調整しているタンクもある。

地下貯蔵庫。1959年からのワイ
ン約3万5,000本を安定性のある
一升瓶で貯蔵。「甲州」「シャルド
ネ」など24種類を熟成させている。
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なかでも40～50代の方に好評なのがマ

リアージュツアー。甲府盆地と南アル

プスを一望できる2階のテラス席やカ

フェで、ソムリエ厳選のワインとおつ

まみをご堪能いただけます。

　いま、全国にワイナリーが増え、こ

れから日本ワインはますます盛り上が

っていくでしょう。一方で、原料ブド

ウ不足も予想されます。そこで当社は

5年ほど前から畑を拡大しています。

ここ山梨では「甲州」を中心に栽培し、

北海道は同じ寒冷地であるドイツ系品

種を中心に、塩尻は「メルロー」のみの

高級路線です。大地の恵みを豊かさと

してお客様にお届けしたいという思い

から、チーズやショコラといった食品

作りにも力を入れています。

　また、ブドウを圧搾した後の皮と種

は、オリジナルソーセージの風味づけ

として加えたり、研究機関で食品開発

などに役立ててもらったり、近所の農

家に肥料として提供したり。不耕起草

生栽培とあわせ、原料であるブドウの

持続可能な生育環境と有効活用にも力

を入れています。

　私たちは農作物を作り、製造・加工

をして、お客様に直接販売する第6次

産業を掲げています。宿泊施設やレス

トランも運営しながら、お客様の声を

じかに伺い、より喜んでいただけるワ

イナリーを目指しています。ビールが

スーパーやコンビニで手軽に買えるよ

うに、日本ワインも家庭での晩酌や乾

杯の席で広く利用されるような気軽な

お酒になればいいですね。

　ワインは風土の産物です。原料のブ

ドウに土地を反映させ、そのポテンシ

ャルをしっかりと引き出す。創業から

130年、ワイン造りはこれまでもこれ

からも試行錯誤の連続です。

　現在栽培しているブドウは、白ワイ

ン用の「甲州」「シャルドネ」「ソーヴ

ィニヨン・ブラン」、赤ワイン用の「カ

ベルネ・ソーヴィニヨン」「メルロー」

「プティ・ヴェルド」です。一番多く飲

まれているのは、「甲州」を使った「ルバ

イヤート甲州シュール・リー」。シュー

ル・リーというのは、タンクの底に沈

殿した澱からうま味を引き出す醸造法

で、単に辛口なだけでなく、わずかな

甘味も感じ、味に深みが出ます。

　この醸造法を取り入れたきっかけは、

大手メーカーのメルシャンが1984年に

発表した「東
しの

雲
のめ

甲州シュール・リー」。

頒布会で売り出されたワインで、その

おいしさに衝撃を受けました。私は、デ

ブルバージュ法（果汁清澄）をフラン

スのボルドーで学んでいたので、シュ

ール・リーについて改めて深く研究し

ました。そんななか、メルシャンが「山

梨がワインの産地になるには地域全体

で盛り上げていく必要がある」という

考えから、製法の情報公開をしてくれ

たのです。おかげで当社も、たくさん

の失敗を重ねながらも、1988年に「ル

バイヤート甲州シュール・リー」を販

売することができました。

　ブドウの垣根栽培や、実ったブドウ

にビニールのカバーをして秋雨から守

るレインカットを採用したのも、中堅

どころワイナリーでは一番早かったと

思います。これもやはりマンズワイン

2017年に母屋をリノベーションした丸藤葡萄酒の新社屋の内部。1
階にはショップとテイスティングスペースがある。江戸末期の建築
と言われ、かつては養蚕が行なわれていた。「良好なまちなみ景観
を形成している建築物等」部門で山梨県建築文化奨励賞を受賞。

「甲州」は棚栽培中心だが「シャルドネ」「メルロー」「プティ・ヴェルド」は垣根栽培、棚栽培の両方を行なっ
ている。秋雨の多い日本は垣根栽培は向かないといわれ、棚栽培が一般的だったが、レインカットなどさまざ
まな工夫により欧州系品種の垣根栽培も可能になった。「シャルドネ」や「カベルネ・ソーヴィニヨン」などの畑
も近くに数カ所あり、散策気分で畑巡りができる。

スタンダードワイン「いろ」シリー
ズ。「ベーリーA」や「甲州」などブ
ドウの持ち味を活かしたフレッシ
ュな味わい。（ともに750㎖／税
込1,980円）

フレッシュ感を特に大切に醸造
された新酒の「ベーリーA」と「甲
州」。ラベルの葉の絵柄は品種に
よって異なる。（ともに750㎖／
税込1,650円）

山梨県産ブドウを使った「まるき」
シリーズの「ルージュ」「ブラン」。
ラベルは明治時代の“丸にキ”マー
クを復刻。（ともに720㎖／税込
1,375円）

130個の樽を静かに熟成させている樽貯
蔵庫。樽熟成は香りづけと濃縮が目的で、
「甲州」は約半年、「ベーリーA」「甲斐ノ
ワール」は約1年、「メルロー」は場合に
よっては約3年など。また、品種に合わせ
て樽の木材の産地にもこだわっている。

挑戦を続けて130年
◉代表取締役　大村春夫ルバイヤートワイナリー／丸藤葡萄酒工業株式会社

左：まるき葡萄酒はオレンジ色の建物が目印。
中：現存する日本最古のワイナリーを示す創業当
時の看板。明治10年起業とあるのは大日本山梨
葡萄酒のことで、同社解散後、その血を引き継ぎ
土屋龍憲がマルキ葡萄酒を1891年に設立した。
右：試飲・販売コーナーでは、ワインコンクール金
賞受賞の希少なワインや、チーズなども販売する。
●山梨県甲州市勝沼町下岩崎2488／フリーダイ
ヤル：0120-84-2488／☎0553-44-1005

　http://www.marukiwine.co.jp/

「甲州」を進化させる
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がブドウの栽培法を、さらにサッポロ

ビールが設備面の情報をオープンにし

てくれたことが大きかったですね。

　「甲州」は本当に手ごわい品種です。

1000年以上の歴史がありますが、種の

保存の法則で果皮を厚くして中の種を

守ってきたのだと思います。もちろん

海外品種の「シャルドネ」などでもおい

しい日本ワインを造ることはできます。

しかし、日本固有の品種で造らなけれ

る環境になりました。

　私たちの仕事はワインを造ることで

すが、「行くとワクワクする」ワイナリ

ーでありたいと思います。ですから、古

いワインをストックしておいて、ワイ

ン好きな方に楽しんでいただく2時間

程度の見学ツアーも行なっています。

畑と醸造所を見ていただいた後、古民

家の一室で7アイテムくらいをじっく

りテイスティング。当時の造り方など

ば世界に打って出ることはできません。

だからシュール・リーや樽発酵・樽貯蔵

なども徹底的に研究しました。そのか

いあって、日本ワインコンクールで金

賞をいただけるようにもなりました。

　「甲州」のシュール・リーはキリッと

した辛口ですが、酸味が強すぎずすっ

きりしているので、料理に合わせれば、

ワインにあまり慣れていない方もおい

しく飲んでいただけると思います。ホ

タテやイカ、タコなど魚介類にレモン

を絞ったマリネとはとても相性がいい

ですよ。煮物料理の場合は、「甲州樽貯

いろいろお話ししますので、ぜひ日本

ワインの歴史や文化に思いを馳せなが

ら味わっていただけたらうれしいです。

　毎年、隣り町一の宮町の桃の花が満

開になり盆地がピンク一色に染まる4

月初旬には、“蔵コン”も開催してい

ます。畑でのワインパーティーと蔵

（地下貯蔵庫）でのコンサートを楽し

んでいただくイベントで、32年前から

続けていて好評です。今年から少し形

態が変わりましたが……。

　　　　＊　　　　　　　＊

　ワイン造りに携わって半世紀近く。

蔵」など樽で寝かしたものが合います。

お酒があまり飲めないという方にお勧

めしているのは、アルコール度数7～8

％の甘口ワイン。意外とカレーライス

ともよく合います。

　最近、東京のレストランでは、一皿

にワイン1杯を合わせる「ペアリング」

のサービスが増えていますね。料理に

合うワインを店がセレクトしてくれる

ので、ワイン選びに悩む必要がありま

せん。ひと昔前とちがって、夫婦で行

ってもボトル1本を開けずに済むので、

ワインがとても親しみやすく、楽しめ

この年齢になってようやく「適地適作」

という言葉の本当の意味が解るよう

になってきました。海外のやり方に倣

うだけでなく、その地の気候風土に合

った品種を探し、栽培をしていくとい

うことだと思います。そのなかで日本

は土地が狭いので大量には出来ませ

んが、たとえ少量でも世界の銘醸地と

肩を並べられるようなワインを造り

たいですね！

　人材豊富で研究熱心な大手ワイナ

リーはいまも私の憧れです。でも、決

して大きくない私たちは「おいしい」

と言ってくれる人が少しでもいる限

り造る。そんな“農業”をしていきたい

です。喜んで飲んでくれる方に「もう

一杯！」とグラスを差し出してもらえ

るようなワインを造りたいですね！

1978年に作った地下貯蔵庫。ヨーロッパの隠れ家風のテイスティングルー
ム（左）は、特別な試飲の場合に使われる。樽貯蔵と瓶貯蔵をしていて、年
に1度の“蔵コン”は2019年からは売店ホールで開催されるようになったが、
30回まではここで開催された。

ヴィンテージワイン「ルバイヤート」。
「メルロー」と「ブラッククイーン」を
使ったミディアムボディの赤（左）と
「甲州」辛口。（ともに720㎖／税
込1,760円）

「ルバイヤート マスカットベーリーA
樽貯蔵」はまろやかな味わい（左・
720㎖／税込2,310円）。「ルバイ
ヤート甲州樽貯蔵」は爽やかな酸味
が特徴（720㎖／税込2,530円）。

華やかな香り、味わいの「ルバイヤー
ト新酒マスカットベーリーＡ 赤」（左）。
ほのかな甘味も感じられるキリッと
した「ルバイヤート新酒甲州 辛口」。
（ともに720㎖／税込1,540円）

ショップとテイスティングス
ペース、事務所に改築され
た母屋。2階の柱に彫られ
た連続模様の一部が「R」や
「♡」になっているなど遊び
心も随所にあり、訪れた際
はじっくり見学したい。
●甲州市勝沼町藤井780／
☎0553-44-0043

　http://www.rubaiyat.jp/

ショップのカウンターで「甲州」を手にする4代目社長の
大村春夫さん。語られる日本ワインの歴史が興味深い。

1958年に作られたコンクリー
トタンクの内部を、30年前に
瓶貯蔵庫に改築。そのため壁
には、酒石酸がカリウムと結合
して結晶化した「酒石」がキラ
キラと光っている。天井から下
がっているランプは丸藤葡萄
酒オリジナル。ガラス製の虫取
り器が古民家の母屋から数多
く出てきたため、ランプに活用
した。見学コースは約20分。

丸藤葡萄酒のワイナリーでは、ブランド名であるルバイヤートの「R」が迎えてくれる。見学コースには130年の歴史を
物語る多くの展示物。ルバイヤートという商標は、詩人の日夏耿之介が名付けた4行詩というペルシャの詩集の名前。

白と青に塗り分けられたコンクリー
トタンクは赤ワインの発酵タンク。
収穫したブドウは梗を取り除き、皮
に傷をつけて種ごと発酵させるが、
発酵中の炭酸ガスで果皮や果肉
が押し上げられ、液に浸かってない
と色素やタンニンが抽出できない

ため、1日2回、丸い小さな呑み口から液を抜き、ポ
ンプで循環させる。これをルモンタージュという。

樽貯蔵庫には「甲州」や「メルロー」「マス
カットベーリーA」「カベルネ・ソーヴィニ
ヨン」などがフレンチオークの樽の中でゆ
っくり静かに熟成されている。樽の内部は
焼かれていて、焼き方に強弱があり、樽を
使い分けることで目指すワインに仕上げ
ていく。

ランチは1,890円から。写真は「真鯛のポワレ ハーブ風味  白ワインバターソース」。

勝沼で本格フレンチと日本ワインを楽しむ。
ビストロ・ミル・プランタン
勝沼の国道沿いにある、銀座レカンでシェフ
ソムリエをされていた五味丈美さんのビスト
ロ。山梨の日本ワインと、山梨の旬の食材を
使った料理を味わえる。

甲州市勝沼町下岩崎2097-1／☎0553-39-8245
／ランチ：11時30分～14時30分（ラストオーダー）
／ディナー：17時30分～21時（ラストオーダー）／水
曜定休／http://mille-printemps.com/

ワクワクするワイナリーに

「甲州」を世界へ
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「セミヨン」の垣根式ブドウ畑。冬場は剪
定が主な作業で、熟練の栽培担当が2人
で行なっている。試験栽培を含め約50品
種を所有するワイナリーは西日本で最多。
畑の向こうに見えるのがワイナリー。

　京都府のほぼ中央。京都駅から車で

1時間ほど行くと、高原の里山に立派な

蔵が見えてくる。照明機器メーカーの

クロイ電機が1979（昭和54）年に設立

した丹波ワインである。デラウェアの

観光農園の協力を得て、ゼロからワイ

ン造りをスタートさせた。創業時から

醸造を担当し、現在は栽培責任者であ

る末田有さんは当時をこう思い起こす。

　「創業者の社長が、京都の食文化に合

のがブドウ造りなのだ。

　一方、醸造責任者の内貴麻里さんは

最近の傾向として、多品種小ロットを

あげる。「以前はデラウェアであれば、

ほんのり甘いヌーボーの1アイテムだ

けでしたが、いまは同じ原料で、濁り

タイプ、スパークリング、酸化防止剤

（亜硫酸）無添加、さらに無添加の微発

泡……。お客様は新しいものに敏感な

ので、世の中の動向は常に調査してい

ます」と新商品開発の苦労を明かす。

　食文化を大切にする京都で、伝統的

うワイン造りを目指して始めました。

素人の集まりでしたから、最初は醸造

用ブドウを植えてもまったくうまくい

かず、山梨のJAの方に指導していただ

いて、少しずつ収穫できるようになっ

たのは10年目ぐらいからです」

　40年たったいまでは、試験栽培を含

め約50種類ものブドウを栽培。これ

は、西日本エリアでは最多のアイテム

数。全国各地のワイナリーから枝を分

けてほしいという依頼も多いという。

同じ品種でも土壌や気候、台木と穂木

製法の中にも新しさを追求している丹

波ワインのワインは、高級料亭や老舗

飲食店からも信頼され、取引がある。和

を感じさせる上品なラベルも美しく、

見た目も重視する和食の精神に通じる

ものがあるのだろう。

　ワインを飲み慣れていない人は、ど

んなものから始めたらいいのだろう。

内貴さんは「最初に合わないものを飲

の組み合わせなどで出来は変わる。自

分の畑で挑戦してみないと分からない

むとワイン自体が“苦手なお酒”にな

りがちです。ぜひおいしいワインを選

んでいただきたいですね。渋味が強い

赤よりも、軽やかなものがよいのでは

ないでしょうか」。末田さんが「当社の

ワインであれば、ピノ・ブランがお勧

めです」と言えば、「あれは間違いな

いですね」と内貴さんも太鼓判。

　さっそくテイスティングさせていた

だいた。香りはフレッシュでフルーテ

ィー。口に含むとほんのり優しい甘味

で、思わず顔がほころんでしまうおい

左：圧搾機の説明をしてくれる企画部の坂本泰隆さん。圧搾機の中に風船
が入っていて、空気を送り込んで風圧でブドウを押し付けて絞る。一度に
6トン（6,000本）のワインを搾ることができる。
中：2017年に導入した最新式圧搾機。窒素置換でブドウが酸化することが
なく、特にソーヴィニヨン・ブランは香りがよくなったという。
右：精密ろ過器。0.2ミクロンと非常に細かい目で、酵母を通さない。瓶に
酵母が入ると再発酵する危険性があるため、ワインの種類によってはこの
ろ過機を使用。

「タナ」と発泡ワインに挑戦

京丹波町の里山にある丹波ワ
イン。親会社のクロイ電機に隣
接している。コーポレートカラ
ーはワイナリーらしいボルドー。

約50種類のブドウを栽培
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上が栽培家の末田有さん（製造部長）。下が
醸造家の内貴麻里さん（醸造課課長）。

創業時は日本酒の酒蔵を借り
てスタート。奥にある緑色の
ホウロウタンクは日本酒用だ
ったものをいまも利用。現在、
年間40万本を製造している。

ワイナリーから見えるブドウ畑。ほかにも畑は3カ
所あり、全6ヘクタール。このあたりは標高180m
ほどだが、寒暖差が非常に大きいためブドウの生
育がよく、複雑味も出る。
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　近年、ワイナリーはますます増え、全

国で300軒以上。ワイナリーがない都

道府県は1～2カ所しかないとか。

　「ワイナリーもワインの種類も本当

に豊富になりました。赤や白、ロゼだ

けでなく、白ブドウを赤ワイン製法で

ングです。コンセプトからラベルまで

すべてうまくいった商品」と自信を見

せる。軽やかな辛口で、澱や酵母も一

緒に瓶詰めされているため味わいが豊

か。酸味もあってシュワッとした口当

たりが心地よく、食欲をそそられる。と

ても飲みやすく、繊細な和食を引き立

ててくれるワインといえそうだ。

仕上げたオレンジワインも話題です。

でも、お酒のシェアでいえばワインは

まだ4％ほどで、日本ワインはそのうち

のわずか5％です。もっともっと味わっ

ていただきたいですね」と内貴さんは

期待を込める。

　末田さんは「いまは特に自然派志向

のワインが注目されていますが、酸化

防止剤無添加ですと腐敗や酸化のリス

クがあるため、製造には非常に気をつ

かいます。その知識や技術をきちんと

持って造らなくては」と警鐘を鳴らす。

　内貴さんはさらに「ワインはいろい

ろな料理に合わせたり、大勢で飲んだ

り、とにかく楽しく味わえるお酒。こ

う飲まなくてはいけないという決まり

はないので、その時々の楽しみ方を見

つけていただきたいですね。当社の

『てぐみ』はクラフトビールのように

仕上げてあるので、記念日やイベント、

おもてなしの乾杯にぴったりですよ」。

　日本の伝統的な食文化を大切にして

いる京都で育まれた暮らしを彩るワイ

ン。豊富なラインナップから自分の好

みやライフスタイルにあった楽しみ方

を見つけてはいかがだろう。

しさ。そもそも和食の出汁に合うワイ

ンとして造られたそうで、甘さが強く

ないので、和食全般によく合いそうだ。

　「しっかりした赤ワインがお好きな

方なら、日本ではメジャーではありま

せんが、『タナ』が気に入ると思いま

す」と末田さん。2009（平成21）年から

栽培を始め、初ビンテージの2012年か

ら好評だそう。原産国であるフランス

の「タナ」は、収穫を遅らせることで渋

味もアルコール度数も高くなり、非常

に力強いワインができるが、秋雨が多

い日本ではそれができない。丹波で育

てたものは2年間熟成させることで、ち

ょうどよいころ合いの重さになるとい

う。「肉料理はもちろん、ジビエとの相

性もいいですよ」とのこと。

　また、同社でいま一番の人気が、微

発泡で酸化防止剤無添加の濁りワイン

「てぐみ」。ご自身も“泡好き”という内

貴さんが「最初の乾杯から楽しめるワ

インを」と試行錯誤を重ね、構想から2

年かけて開発した。「シャンパーニュ

メソッドで造った本格的なスパークリ

ショップにはワインのほかブドウを
使った飲料や多彩な雑貨が並ぶ。
テイスティングコーナーは無料と
有料のワインが数種類ずつある。
●京都府船井郡京丹波町豊田千
原83／☎0771-82-2003

　https://www.tambawine.co.jp/

気軽に楽しむ日本ワイン

樽貯蔵庫。「ピノ・ノワール」や「タナ」「マス
カット・ベーリーA」などのワインが、一年中
温度管理されて貯蔵されている。多くがフレ
ンチオークを使用。同じ庫内に瓶貯蔵もある。

左がほんのり甘味があって料理全般に
合う「ピノ・ブラン」（750㎖／税抜
3,000円）。右は澱の上で熟成させた
「ピノ・ブラン シュール・リー」（750
㎖／税抜3,500円）。いずれも丹波鳥
居野産のブドウのみを厳選して使用。

酸化防止剤を一切添加せず、濾過も
せずに生詰めにした人気の発泡性ワ
イン「てぐみ」。左は白、右はロゼ（各
750㎖／税抜1,650円）。「乾杯」に
ぴったりの微炭酸ワイン。500㎖（税
抜1,100円）もある。

丹波鳥居野産のブドウのみを使用し
た赤ワイン。左は果実香と樽熟香が
調和した「ピノ・ノワール」（750㎖／
税抜3,500円）。右はバランスの取れ
たフルボディの「タナ」（750㎖／税抜
5,000円）。

日本食材との相性を追求して醸造し
た「すめらぎ ー皇ー」シリーズ。左が
赤、右が白（各750㎖／税抜1,800
円）。日本古来の市松文様に日本の伝
統色をあしらったラベルが美しく、食
卓に彩りを添える。

レストラン「du Tamba」からは、ブドウ畑
が間近に見える。地産地消をコンセプトに
したレストランで、旬の地元食材とワイン
が楽しめる。ランチのみで予約制。
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　日本海から1.5kmのこの辺りは、もと

もと砂地の松林でした。そこに2人のワ

イン好きが始めたのがカーブドッチワ

イナリーです。1人はワイン作りのエキ

スパート、もう1人は会社経営のノウハ

ウがある私の母。「自分たちの手でブ

ドウを育て、おいしいワインを作る」

という夢に共感し、1992（平成4）年に

創業しました。

　私は2003年からここで働き始めま

したが、しばらくはこの特異な土壌に

　目指したのは、米国カリフォルニア

のナパバレーのように人が集まるワイ

ナリーです。ワインを造って販売する

のが一般的だった当時は、異端の存在

だったようですね。この地を選んだの

は、まず働く人も訪れる人も気持ちが

良いこと。東京からのアクセスも良く、

新潟市民にとっては休日にお出かけ気

分で楽しめる距離でもあります。山梨

のように歴史ある土地で新しいことを

始めるのは難しいので、何もないとこ

悩みました。ブドウはやせ地が適して

いるとはいえ、まるで砂漠のよう。生

育に適したブドウを求めて40品種ぐ

らい試したでしょうか。なかなか良い

ろを選んだというわけです。

　私たちが実現したいのは、ワイナリ

ーを作ることよりもワインの産地を作

ること。ワインを一つの彩りとして、お

客様に楽しい時間を過ごしていただき

たい。そんな思いから、まず醸造場を

作り、次にレストランを2軒、ベーカリ

ー、スパリゾート施設、そして2019（令

和元）年秋に宿泊施設も建設しました。

ワイナリーも5軒に増え、多くのお客様

にご利用いただいています。

ものが見つからないなか、2005年に植

えたスペインの白ワイン用品種「アル

バリーニョ」が2008年に初めて実をつ

け、味に衝撃を受けました。明らかに

ほかのブドウとは格が違ったのです。

しかも病害に強くて、栽培にあまり手

がかからず、生産量も安定しています。

砂地で育てることでワインの香りが華

やかになり、色も果実と同じ澄んだ薄

黄緑。味わいはさらっとしていますが、

ボディはほどほどにあります。いま世

界的に食のトレンドが軽やかなので、

とても合うのではないでしょうか。栽

培量を徐々に増やしています。

　「アルバリーニョ」は現在、九州や富

山、長野など全国で広く栽培されてい

ます。実は本格的に作り始めた2010年

ごろから、私たちはプロモーションをカーブドッチ取締役の掛川史人さん。「アルバリーニョ」の畑で。

5つのワイナリーが集まる「新潟ワインコースト」の中央にある芝生の広場。開放的でのんびりと過ごすことができる。ワ
イナリー巡りはもちろん、エリア内にはレストランやカフェ、スパ、ホールなどもあり、角田山への山登りも楽しめる。

角田山の麓に広がる垣根栽培のブ
ドウ畑。辺り一帯砂浜のような砂質
土壌に欧州系のさまざまな品種が
植えられている。「カーブドッチ」
という名前は、創設者の一人である
落希一郎氏から「落

おち

のワイン蔵」と
いう意味でつけられた。

良い品種を広めたい

上左：奥に見えるのは宿泊施設「ワイナリーステ
イ トラヴィーニュ」。10ある客室はすべて異なる
内装で、全室畑に面している。手前はカーブドッ
チ直営のフレンチレストラン「トラヴィーニュ」。
厳選された地元食材とワインが味わえる。
上右：「新潟ワインコースト」エリア内にある本格
スパリゾート「カーブドッチヴィネスパ」。宿泊
や日帰り温泉も人気。
左：カーブドッチワイナリー。60～90分のワイ
ナリーツアーはテイスティング込みで1,500円。
●新潟市西蒲区角田浜1661／☎0256-77-2288 
http://www.docci.com/

ワイン産地を作る

新しい産地、
新潟へ。
近年、米どころの新潟がワインで注目を浴びている。
日本海近くの海岸砂丘に5つのワイナリーが集まる「新潟ワインコースト」。
そのうちの1つが「カーブドッチワイナリー」だ。
「カーブドッチワイナリー」の醸造家・掛川史人さんに
産地づくりの秘密や手掛けるワインについて聞いた。
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客様の変化です。「濃いワインをくだ

さい」という方がいなくなりましたね。

2006年ごろ、お客様から「少し軽いワ

インがいい」と言われたときに、「新

しい日本ワインの時代が始まる」と直

感しました。

　私と同じ40歳前後の人は、チリ産の

濃い赤ワインから飲み始めたと思いま

す。私の親世代となると、バブル時代

にボルドーが真っ盛り。味覚は原体験

どあらゆるサポートをします。「新潟

ワインコースト」には、塾を卒業され

た4人の醸造家が自分のワイナリーを

オープン。当社を含め、切磋琢磨しな

がらワイン造りに励んでいます。

　いま、日本ワインは元気があります

が、それを私が特に感じているのが、お

が大きく影響するので、そういう味に

慣れているはずです。ところが最近は

「白ワインは透き通ってなくてもいい」

という声も聞きます。「ワインはこう

いうもの」という固定観念がどんどん

なくなっていて、実際に若い世代はナ

チュラルワインと呼ばれるやわらかい

味のものから飲み始めています。

　当ワイナリーはボルドーやブルゴー

ニュのように歴史はありませんし、気

候や土壌の違いで必ずしもヨーロッパ

のように良いブドウが採れるわけでも

ありません。しかし、軽やかに造った

り、少し濁らせることで独特の風味が

生まれ、おいしくなることもあります。

それを認めるかどうかはお客様です。

いまはこの土地で、自分たちが造るも

のが日本ワインの新たな一つの道を築

いているという自負があります。もっ

ともっと挑戦していきたいですね。私

たちがイメージするのは、この地をと

ことん凝縮したワイン。ここに来て飲

んでいただけばいただくほどおいしさ

を実感できるワインです。

かけました。ワインの造り手が集まる

会などには必ず枝や苗を持参し、求め

られれば栽培のアドバイスもしました。

ワインは日本酒などと違い、蔵の名前

ではなくブドウの品種で選ばれます。

良いものは独占するのではなく広めた

方が、より多くの方に飲んでいただけ

るのです。国内で今後5年以内に販売さ

れる「アルバリーニョ」の出元は、おそ

らく私たちでしょう。

　年間生産本数は約10万本で、3つに

カテゴリー分けしています。それを音

楽で表現すると、「アルバリーニョ」

などは歴史と文化を守るクラシック。

100年先まで同じ音を鳴らしてくれる

でしょう。毎年テイストが変わる「動

物シリーズ」はジャズ。醸造する私の

テンションが全面に出るワインです。J

ポップと呼んでいるのは「デラウェ

ア」や「キャンベル」など食用ブドウが

原料。歴史には残らないだろうけど、瞬

間のおいしさを切り取っています。

　最近、ワイナリーを始めたいという

方が非常に増えていますが、そういう

方を対象にワイン経営塾も運営してい

ます。まず1年間、私と一緒にワインを

造りながら過ごしていただきます。自

己資金は必要ですが、原料や流通面な

通路に沿って瓶貯蔵されているワインは壮観。ワイナリーツアーで見学できる。

近隣の農家で飼育された新潟のブランド豚「越後もちぶた」を100％使っ
た自家製ハム・ソーセージのカジュアルレストラン「薪小屋」。カーブド
ッチの赤や白ワインのほか、自家製ビールなどとともにソーセージやピク
ルスなどを楽しめる。新潟の古民家とドイツの建築を融合させた建物も雰
囲気が良い。写真はランチの「自家製越後もちぶたのソーセージ盛合せ」。

人気の「どうぶつシリ
ーズ」は、醸造家であ
る掛川さんが「その年
の自分を全面的に表現
している」ワインで、
ラベルからも着想を
得て造る。これまで、
「ふらみんご」や「く
ま」「あなぐま」など、
10種類以上造られた。

ワイナリー経営塾も運営

現地で飲むおいしさを追求

ワイナリーショップでは、カーブドッチのワインのほか、ワイングラスや直輸入のハウスウェアなど、食卓
を彩る雑貨も販売している。

左は、フランス語で「砂」を意味する赤ワイン「サブル」（750
㎖／税抜5,000円）。複数の品種をブレンドした、砂地のブ
ドウならではの繊細な味わい。右は掛川さんが「ラベルをイメ
ージしながら飲んでいただきたい」と毎年造る“どうぶつシリー
ズ”の「2018 むささび」（750㎖／税抜3,200円）。

今後注目が集まりそうな「ア
ルバリーニョ」（750㎖／税
抜4,200円）。華やかな香り
で、軽やかな白ワインだ。栽
培量がまだ少ないため店頭
には並んでいないが、スタッフ
に声をかければ購入も可能。

樽貯蔵庫には「シャルドネ」や
「カベルネ・ソーヴィニヨン」
「ツヴァイゲルトレーベ」「アル
バリーニョ」など自社栽培のブ
ドウで造ったワインの樽が静
かに並ぶ。年間約10万本のワ
インを醸造している。
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とワイナリーさん200人以上をお招きし、

一緒に“杯を満たす”、つまり心ゆくま

でワインを楽しんで盛り上がるイベン

トです。試飲会のような堅苦しいもの

ではなく、たくさんの種類を味わいな

がら、ふだん顔を合わせることのない

生産者と消費者が交流を楽しむことが

目的です。

　日本ワインといっても、何から飲め

ば良いか分からない方もいらっしゃる

でしょう。ワインを飲み慣れていない

方には、よく飲まれるお酒の種類や食

の好みをお聞きしながら、その方に合

う日本ワインの発掘から一緒にさせて

「今すぐ届ける、居間まで届ける」とい

う言葉が社名の由来と言われています。

　30年ほど前に日本酒を蔵元から直接

販売する“蔵直”を始めましたが、ディ

スカウント店が台頭してきた時代で特

約店制度もありませんでしたから、パ

ートナーシップを築くのは手探り。有

名な日本酒「八海山」の特別本醸造の

初回取引もわずか6本だったそうです。

やがて、その蔵直スタイルをワインに

も広げるようになり、全国のワイナリ

ーさんとのお付き合いが始まりました。

　日本ワインに力を入れるきっかけに

なったのは、山梨の丸藤葡萄酒工業さ

　日本ワインの取り扱い量は、ここ10

年でグンと増えました。ワイン自体の

クオリティーもどんどん上がり、注目

度は高まっています。新しいものに敏

感な30代の会社員や、50代60代のご夫

婦など男女を問わず幅広い方に人気で

す。上質なものでも1,000円台～2,000

円台とお手頃で、バリエーションも豊

富なので、もっともっとたくさんの方

に親しんで飲んでいただきたいですね。

　IMADEYAは家庭にお酒を配達する

“町の酒屋”としてスタートしました。

なかには食用ブドウで作ったワインを

フランス大使館の晩餐会で提供した生

産者もいて、その探求心や技術の進歩

に驚かされます。実際、最近は日本ワ

インが海外からも注目され始めていて、

将来的な海外需要を見越してセラーに

寝かしておく方もいらっしゃいます。

　また、日本ワインは日本の土壌で育

ったブドウが原料なので、海外のもの

に比べ、味わいがやわらかいのも特徴。

和食は「出汁の料理」とよくいわれます

が、ワインもおいしい水の中にブドウの

エキスがきれいに溶け込んでいる感じ

がします。ですから、出汁を基調にして

素材を生かす和食によく合います。そ

んな日本ワインを気軽にお試しいただ

きたくて、「Restaurant蔵葡-kurabuu-」

を2013（平成25）年にオープンしまし

た。250種類以上の日本ワインとそれ

に合う和食を中心にご提供しています。

　昨年から「フィル・ザ・ゴブレット」

というイベントも始めました。年2回、

東日本と西日本に分け、一般のお客様

いただきます。お酒があまり強くない

方には、アルコール度数の低いものや、

食用ブドウを使ったフルーティーで甘

味があるものなどを。山梨のまるき葡

萄酒さんで作っているIMADEYAオリ

ジナルブレンド「甲州G.I.山梨」は、す

っきりしていて非常に飲みやすいので

お勧め。常連のお客様にもデイリーの

ワインとして好評です。日本ワインは

本当にバラエティー豊かなので、いろ

いろお試しいただくなかで、きっとお

好みのものが見つかると思います。

　　　　＊　　　　　　　＊

　ワインは原料のブドウもさることな

がら、作る人のポリシーが強く反映さ

れます。日本ワインが注目され始めた

いまだからこそ、日本の気候風土をし

っかりと表現した上で醸していくこと

が重要だと思います。ただ、ブドウ農

家は高齢化による後継ぎ不足で、ブド

ウの収穫量が年々減っているのが現状。

一方で、ワイナリーを新しく始める人

を手助けし、一緒に地域ブランドとし

て育てていこうという動きもあります。

“農”を考えることは、これからの日本

ワインの発展に欠かせないでしょうね。

IMADEYAも、全国の農家さんを応援

しながら、日本ワインの魅力をもっと

もっと発信していきます。

んとの出会い。「ルバイヤート甲州シ

ュール・リー」などを飲んだ弊社の専

務が、非常に感銘を受けたのです。そ

して、海外のワインが洋食に合うよう

に、和食に合う日本のワインというこ

とで“お箸の国のワイン”をコンセプ

トに、生産者を訪ねて応援するように

なりました。いまでは約70軒のワイナ

リーとお付き合いがあり、350～400種

類のワインを販売しています。

　日本ワインと輸入ワインの大きな違

いは、まず原料となるブドウ。海外で

はワイン専用の品種を使いますが、日

本はワイン醸造に関する法律の縛りが

ほとんどないため、ワイン用品種も食

用品種も使います。海外では食用ブド

ウで作るワインを認めない風潮があり

ますし、また独特の香りもあります。で

も、最近はその香りをほとんど出さず

に作る日本の生産者が増えてきました。

ワイナリーとお客様をつなぐ。
日本ワインに早くから着目し、全国のワイナリーを訪ねて
消費者との懸け橋になっている酒販店がある。
“お箸の国のワイン”をコンセプトにしているIMADEYA（いまでや）だ。
1962年の創業以来“町の酒屋さん”として親しまれ、
その後、生産者からの直接の仕入れにこだわってきた。
現在取引しているワイナリーは全国に約70カ所。
日本ワインを取り巻く現状や、日本ワインの楽しみ方を伺った。

“農”を考えることが大事

早くから日本のワインに注目

気軽に楽しんでいただくために

ラベルを眺めるだけでも
楽しい日本のワイン。

Restaurant蔵葡-kurabuu-。店内入口には250種以
上の日本ワインが並ぶ。東京都中央区築地1-5-
11／☎03-6264-1759／平日：18時～23時30分
（ラストオーダー：フード22時30分、ドリンク23
時）、土曜：13時～21時（ラストオーダー：フー
ド20時、ドリンク20時30分）／日曜・祝日定休

株式会社いまでや BtoC営業部IMADEYA千葉本店SAKEコンシェルジュの
若林聖勉さん。ワイン初心者の要望に丁寧に応えてくれる。

●IMADEYA千葉本店
千葉市中央区仁戸名町714-
4／ ☎043-264-1439／10
時～19時（平日、日曜、祝日）、
10時～20時（土曜、祝前日）
／水曜定休（毎月最終週は
10時～19時営業）ほかに銀
座店、千葉エキナカ店、錦
糸町墨田店がある。オンライ
ン販売も行なっている。
http://www.imadeya.co.jp/

IMADEYA千葉本店の日本のワインコーナー。北海道から九州まで、全国の
ワイナリーのワインがずらりと並ぶ。
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さまざまな食事に合うように
香りは控えめながら、甲州種
らしい和のうまみが感じら
れるIMADEYAオリジナル
の白ワイン。ワイン好きも飲
み飽きない味わい。

愛好家の多いキリッとした
辛口ワイン。フレッシュなア
ロマと生き生きとした酸味
が特徴。樽詰め直前まで澱
引きせずに静置貯蔵するシ
ュール・リー醸造法を用いる
ことでコクを出している。

余市町産のブドウ品種・ケル
ナーを100％使用。柑橘系果
実を思わせる爽やかさと、軽
快かつ適度なボリューム感
を備えた辛口。

熟れた果実や花のような華
やかな香りが印象的で、すっ
きり爽やかな辛口。 食用ブ
ドウであるデラウェアを、収
穫時期を変えるなどワイン
に合うよう工夫して作られて
いる。

ミディアムボディの赤ワイン
の中では国内トップクラス。
テーブルワインの価格にも
かかわらず、メルローとカベ
ルネが良いバランスでブレン
ドされ、飲みやすいうえに深
みがある。

豊かな果実味と穏やかなタ
ンニン、酸は控えめながら全
体のバランスが良い。ワイン
を飲み慣れていない人にも
お勧めのIMADEYAオリジ
ナルの赤ワイン。醤油や味噌
など日本の調味料とも合う。

上品な果実の香りで、すっき
りと心地よい酸味が口の中
に長く残る。天ぷらや刺身、
焼き魚などの和食との相性
が抜群。お手頃価格のメル
ローとして非常にお勧め。

上品で優しいアロマと軽快
なタンニンが感じられるスッ
キリした口当たりの辛口。脂
の少ない肉料理に合う。グラ
ン・ポレールはサッポロビー
ルが経営するワイナリー。

ブラックペガールや欧州系
品種、山ブドウ系品種などの
ブレンドで、野趣に富んだ香
りが口に広がるライトボディ
の辛口。

ライトで果実味豊かな印象。
熟した果実の味わいとスパ
イスを感じ、程よい酸味と樽
の風味がワインにしなやか
さと複雑味を与えている。フ
ァンの多いワイン。

日本が世界に誇るブドウ品
種・甲州を使った辛口ワイン。
ワインとの相性が難しいとさ
れていた味噌や醤油、わさ
びなどにも合う愛好家の多
いワイン。

果実味も樽の香りも主張
しすぎず、バランスが整っ
ている。アルコール度数は
やや低めで、全体としては
軽やかな印象。

岩手県産山ブドウを贅沢に
使った爽やかで甘口のワイ
ン。発酵を途中で止めること
で液中に糖分が残り、アル
コール度数も7％と低い。甘
みのある国内産ワインとして
はIMADEYA一番の人気。

2種類の酵母で低温発酵を
行ない、フルーティーで優し
い甘さ。IMADEYAが日本
ワインに力を入れ始めたこ
ろから取り扱っている。

原料のブドウはカーブドッ
チ・ワイナリーと兵庫県の契
約農家のものをブレンド。ス
テンレスタンクのみで発酵、
熟成している。果実味がスト
レートに感じられる辛口。

まるき葡萄酒

丸藤葡萄酒工業北海道ワイン

広島三次ワイナリー高畠ワイナリー

まるき葡萄酒

五一わいんグラン・ポレール

奥出雲葡萄園ココ・ファーム・ワイナリー

勝沼醸造

丹波ワインくずまきワイン

都農ワインカーブドッチ・ワイナリー

甲州G.I.山梨

ルバイヤート甲州
シュール・リー 2017

ケルナー 2018

TOMOE デラウェア
2018

高畠クラシック
メルロー＆カベルネ

マスカット・ベーリーA 
G.I.山梨

塩尻メルロ余市
ツヴァイゲルトレーベ
2017

杜のワイン農民ロッソ

アルガブランカ 
クラレーザ 2018

マスカット・ベーリーA
樽熟成2016

ゆい

キャンベル・アーリー 
ロゼ

シャルドネ 
ノンバリック 2018

●品種＝山梨県産甲州
●内容量＝750㎖
●価格＝1,600円

●品種＝山梨県勝沼町産甲
州種
●内容量＝720㎖
●価格＝1,800円

●品種＝北海道余市産ケル
ナー

●内容量＝720㎖
●価格＝1,300円

●品種＝広島県三次市産デラ
ウェア
●内容量＝750㎖
●価格＝1,650円

●品種＝高畠町産メルロー、カ
ベルネ・ソーヴィニヨン
●内容量＝720㎖
●価格＝1,667円

●品種＝山梨県産マスカット・
ベーリーA

●内容量＝750㎖
●価格＝1,600円

●品種＝長野県産メルロー
●内容量＝720㎖
●価格＝1,407円

●品種＝北海道余市産ツヴァ
イゲルトレーベ

●内容量＝750㎖
●価格＝1,900円

●品種＝日本産ブラックペガ
ール、欧州系赤品種、山ブ
ドウ赤品種ほか
●内容量＝750㎖
●価格＝1,800円

●品種＝日本産マスカット・ベ
ーリーA、メルロー、カベル
ネ・ソーヴィニヨンほか
●内容量＝750㎖
●価格＝1,818円

●品種＝山梨県産甲州
●内容量＝750㎖
●価格＝2,000円

●品種＝日本産マスカット・ベ
ーリーA
●内容量＝720㎖
●価格＝1,600円

●品種＝キャンベル・アーリー、
山ブドウ

●内容量＝720㎖
●価格＝1,300円

●品種＝宮崎県都農町・川南
町産キャンベル・アーリー

●内容量＝750㎖
●価格＝1,260円

●品種＝新潟市産シャルドネ
●内容量＝750㎖
●価格＝2,500円

山梨

山梨北海道

広島山形

山梨

長野北海道

島根栃木

山梨

京都岩手

宮崎新潟

 気軽に楽しむ手頃な
日本ワイン
初心者でもおいしく楽しめる、1,000～2,000円台のお手頃
価格の日本ワインを、IMADEYA千葉本店の若林聖勉さんに
セレクトしていただいた。（価格はすべて税別で2019年12月現在のものです）

IMADEYAお勧めの日本ワイン
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社員の幸せを第一に考えたいですね。
それがお客様へのサービスの充実にもつながると思います。
同時に、塗料をもっと知っていただくような取り組みをして、
板橋区、そして塗料業界を盛り上げていきたいですね。
代表取締役 清水 雄一郎

　東京23区の北西部に位置する板橋
区。江戸時代は、中山道六十九次のう
ち、江戸を発ってから最初の宿場町と
して、また、川越街道の起点の町とし
て栄えました。現在は、人口約57万を
擁する生活都市として、また、都内有
数の産業都市として知られています。
　　　　＊　　　　　　　＊
　その板橋区に本社のある三興塗料株
式会社をお訪ねし、代表取締役の清水 
雄一郎さんにお話をうかがいました。
■創業はいつでしょうか？
●1966（昭和41）年11月に、現会長
の私の父親が、板橋区内で創業しまし
た。会長は愛媛出身で、地元の大学を
卒業して東京の塗料メーカーに勤めた
あと、33歳のときに独立しました。
■社名の由来をお聞かせください。
●会長の出身校である松山大学の校則
の「三実」（真実・忠実・実用）を心に刻
んでいたようで、「三実精神」で興す
会社という意味で名付けたようです。
■当初の業務内容をお聞かせください。
●板橋区は町工場が多いこともあり、
当初は工業用塗料を扱っていました。
いまでも当時のお客様とお付き合いが
あります。10年ほどたって、高度経済

成長期で団地などの建築現場に何百も
の缶が並んでいるのを見て、建築用塗
料に興味をもち、取り扱いを始めまし
た。異分野への参入だったため、かな
り勉強したと聞いています。事務所が
手狭になり、現在の地に移ったのもそ
のころです。
■現在の業務内容をお聞かせください。
●9割以上が建築用塗料で、外装材と
屋根材が中心です。建築用塗料を扱う
ようになって5年くらいで主流になっ
たようです。町工場や戸建て住宅の塗
り替えのお客様が8割ですね。配達に
も力を入れていて、トラック18台で
まわっています。以前は会社の倉庫入
れが多かったのですが、最近は6割く
らいが現場入れになりました。

■ご入社はいつでしょうか？
●大学を卒業し、塗料メーカーに3年
間勤めた後、当社に入社しました。社
長就任は2015（平成27）年の3月。
33歳のときです。
■経営方針をお聞かせください。
●まず社員を大切にしたいと考えてい

ます。先代の世代はお客様第一主義で
したが、私はその前に自社の社員を幸
せにしたいという思いがあります。経
営理念も「社員の幸せを追求し、人間
性を高める」としています。社員のモ
チベーションが下がると、お客様へも
いいサービスを提供できません。
■具体的に取り組んでいることがあれ
ばお聞かせください。
●いまの社員、とくに若い世代へは会
社の経営方針を言葉にして伝えること
が必要です。会社の考えを理解し、行
動の指針にしてほしいと、100ページ
を超える「経営計画書」としてマニュ
アル化しています。社長と社員が近い
ことが中小企業の強みですが、それ故
にぶれてはいけないと思いますので、
指針を明確にして、社長と社員が一体
になって考え、実行する会社を目指し
ています。もちろん、コミュニケーシ
ョンもよくとっています。マネージャ
ー面談をして会社の考えを伝えたり、

逆に社員の要望や提案を受けたりして
改善を進めています。
■経営されてきたなかで、印象深かっ
た出来事をお聞かせください。
●2017年に区の「いたばし働きがい
のある会社賞」を受賞したことです。
社員第一主義が認められた形で、うれ
しかったですね。毎年2～3社が受賞
しますが、受賞した会社は区報など区
のさまざまなメディアに紹介されます
ので、社員にとっても誇りになります
し、若い方の定期的な採用も可能にな
りました。
■ユーザーのニーズはどのように変化
しているとお考えでしょうか？
●安ければいいという塗装店と、フッ
素塗料や無機塗料を選ぶ高級志向のお
客様と二極化しています。増えている
のは、遮熱や断熱といった機能性塗料
を提案される方ですね。
■ニットクとのお付き合いはいつごろ
からでしょうか？

●防水材に力を入れたいと、積極的に
アピールし、2010年の1月から直接
の取引が始まりました。その前から屋
根用遮熱塗料「パラサーモ」などを扱
っていました。いまは建築用塗膜防水
材「プルーフロン」が多いですね。

■いま塗料業界に求められることはど
のようなことだとお考えでしょうか？
●子供が通う幼稚園で親が参加するイ
ベントがあるのですが、目玉が遊具を
一緒につくるDIYで、とくに母親と子
供には塗装が好評です。経験がなくて
も、簡単に色がついてきれいになって
一緒に塗るととても楽しかったと言う
んですね。30～40人が参加するので
すが、イベント後に壁を塗るので塗料
がほしいと来社された方もいます。
　好きな色で塗ると達成感もあります
し、とくに子供は自分が手がけたもの

に愛着があります。自慢したり、次は
何色にしようかなど希望も生まれま
す。塗料にふれるためのイベントを増
やすような取り組みが塗料業界に求め
られていると思います。
■将来の展望をお聞かせください。
●まず区内で塗料にふれる機会を増や
したいですね。私の車が10年以上た
っていることもあり（笑）、区民祭で自
動車に塗料を塗ろうと考えています。
目立つイベントを続けていけば話題に
なりますし、会社の宣伝にもつながり
ます。塗り替えのイベントをどんどん
開催して、多くの方に塗料に親しんで
いただければうれしいですね。
■趣味をお聞かせください。
●昔は弓道をしていました。いまは旅
行です。国内もまわりますが、海外へ
も年に1回行きます。家族と一緒が多
いですね。必ず寄るのはホームセンタ
ーです。海外のホームセンターはとて
も広く、規模が違います。国内は地域
ごとに売れ筋商品があって、東京と全
然違います。そのような商品を発見す
ることも楽しみですね。趣味ではなく、
仕事のようですが（笑）。
■本日はどうもありがとうございました。

得 　 　 意 　 　 先 　 　 を 　 　 訪 　 　 ね 　 　 て………………………………………………………………………………【東京・板橋区】

P R O F I L E
■三興塗料株式会社
　
●創業／1966（昭和41）年11月
●資本金／1,000万円
●代表者／代表取締役　清水雄一郎
●所在地／〒174-0063 
　東京都板橋区前野町3-50-2
　電話（03）3965-4116
　FAX（03）3965-9628
　HP：http://sanko-tokyo.co.jp
●営業品目／塗料、外装材、防水材、化成品、
床材、シーリング材、塗装機器及び設備の
販売
●従業員数／38名

本社社屋。

塗料にふれあう機会を
どんどんつくりたい

社員第一主義で、
“働きがいのある会社”に

三興塗料株式会社

本社近くにある、日本オリンピック委員会および加盟
競技団体に所属する選手やスタッフが利用する「味の
素ナショナルトレーニングセンター」。

本社事務所。

三興塗料株式会社が板橋区から受けた表彰状。“働く人が元気
な会社、人を育てる意欲のある会社、そのような仕組みを持つ
会社と、志ある経営者”を顕彰する「いたばし働きがいのある会
社賞」（左）と、“徹底したマネジメントで3年離職率ゼロ”が評
価されて表彰された「いたばし good balance 会社賞」（右）。

近隣にある「東京ドームシティ」（左）と「サンシャインシテ
ィ」（右）。「東京ドームシティ」には都市型遊園地や入浴施設、
商業施設が、「サンシャインシティ」には超高層ビル「サンシ
ャイン60」や複合商業施設があり、連日多くの人で賑わう。

区名の由来といわれている、旧中山道が石
神井川を渡る場所にある橋「板橋」。板橋
は、日本橋から数えて1番目の宿場だった。

本社近くにある商品センター。
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　古くから貿易港として海外への門戸
を開いていた長崎市。鎖国体制だった
江戸時代には、唯一の外国との窓口と
なり、港町として栄え、多くの文化が
流入しました。現在も町並みや建物な
どにその影響が色濃く残り、異国情緒
をかもし出しています。
　　　　＊　　　　　　　＊
　その長崎市に本社のある有限会社内
野塗料店をお訪ねし、代表取締役の柏
山勝さんにお話をうかがいました。
■創業はいつでしょうか？
●現会長で先代の社長が1976（昭和
51）年2月に創業しました。長崎の老
舗の販売店に22年間勤めたあと独立
したようです。私が入社したのはその
2カ月後の4月。その前は造船関連工
場に勤めていましたが、縁があって塗
料業界に入りました。
■ほぼ創業からかかわっていることに
なるのでしょうか？
●そうですね。当初は会長と会長の父
親と奥様と私の4人で仕事を分担して
いました。家族同然で、その後、会長の
長女と私が一緒になりまして、本当の
家族になりました（笑）。私が2代目社

長に就任したのは2001（平成13）年。
43歳のときです。
■経営方針をお聞かせください。
●まず毎日同じ仕事ができることに感
謝したいですね。日常の連続があるか
らこそ先を考えられると思います。そ
のなかで、お客様の利益につながるこ
とを提供しつづけていきたいですね。
■印象的な出来事をお聞かせください。
●創業当時ですね。10坪ほどの狭い
店でした。展示場所がないため刷毛は
天井に吊るし、機械類は朝に外の駐車
場に陳列して夕方に戻すという、露天
商のようでした。お客様から「将来笑
い話になればいいね」と冷やかされた
ことをいまでも思い出します。

■業務内容をお聞かせください。
●創業当時から建築汎用塗料がメイン
です。現在は外装用塗料、屋根材、防
水材が多いですね。最近は橋梁関係や
重防食塗料が伸びています。関連工事
を請け負うケースも増えてきました。
■工事を受注するようになったのはい
つごろからでしょうか？

●10年ほど前からです。リフォーム
が中心ですが、将来的には工事の分野
も伸ばしていきたいですね。いま、家
電量販店など、異業種の方たちが窓口
になってリフォームに取り組んでいま
すので、専門業が元請けになるケース
もたくさんあります。
■販売店が請け負うことのメリットを
お聞かせください。
●材料に関するノウハウや知識がある
販売店が工事にかかわることで安心感
が強くなると思います。住宅ブーム当
時は毎日のように仕事がありましたが、
少子化や人口減が進み、住宅着工件数
も少なくなっている現在は、待ってい
るだけでは仕事はありません。縮小傾
向にある市場で生き残るには、異業種
への参入か販路の拡大が必要です。

■お客様のニーズはどのように変わっ
たとお感じでしょうか？
●塗料や塗装についてインターネット
で調べるお客様が増えました。ただ、見
えない相手ではなく、地元の業者のほ
うが信頼できるということで、自宅を
塗りたいというお客様が当社に来店さ
れますし、相談に見える方も多くいら
っしゃいます。そう考えると、販売店
は安心を売っているのだと実感します。
■気軽に相談できる身近な存在という
ことでしょうか？
●小さな町で長い間商売をしていると
存在が認知されるのでしょうね。また、
多くの現場を40年間見てきたという
ことは信頼につながると思います。い
まの現場は多様ですので、材料の決断
に知恵を貸してほしいという依頼もあ
ります。最近は色の注文も多いですね。

施主の難しい要望も増えたので、当社
への相談も多くなりました。
■ニーズの多様化ということでしょう
か？
●10軒の塗装店があれば10のニー
ズがあるといっても過言ではありませ
ん。新築ブームのときは支給される材
料をつかえばよかったのですが、リフ
ォームの時代になったいまは要望に合
う適切な商品を探さなければなりませ
ん。ニーズに寄り添いながら、お客様
の利益につながる材料を提供していく
ことが販売店の課題です。
■ニットクとのお付き合いはいつごろ
からでしょうか？
●創業当時からです。セメント瓦用塗
料「スレコート」が最初でした。その後、
建築用塗膜防水材「プルーフロン」、塗
り床材「ユータック」などでお世話にな
っています。
■これからの業界に必要だと思われる

ことをお聞かせください。
●とくに塗り床材や防水材の施工には、
技術と経験が求められます。メーカー
さんにノウハウを教えていただき、私
たちが現場に伝えて仕事をスムーズに
進めることが大切です。塗料は美観だ
けではなく、機能を発揮して初めて製
品になります。製・販・装が一体になり、
三者の密な連携が必要だと思います。
■これからの会社のイメージをお聞か
せください。
●建築業界にかかわるなかで、さまざ
まな業種の方との関係ができましたの
で、ネットワークを構築しながらリフ
ォーム業を伸ばしたいですね。そのた
めには現場を管理する人間も必要にな
ります。そして、社員全員がオーナー
であるという感覚で動くことも必要で
す。小さい会社には余分な歯車はあり
ません。安心される存在になることで、
会社も前に進むと思います。
■趣味をお聞かせください。
●ゴルフはときどき行きますが、なか
なかうまくなりません（笑）。夜、時間
がとれたときにゆっくり居酒屋に行く
のがいちばんの楽しみですね。
■本日はどうもありがとうございました。

得 　 　 意 　 　 先 　 　 を 　 　 訪 　 　 ね 　 　 て……………………………………………………………………………………………【長崎市】

有限会社内野塗料店

P R O F I L E
■有限会社内野塗料店

●創業／1976（昭和51）年2月
●資本金／500万円
●代表者／代表取締役　柏山  勝
●所在地／〒852-8022
　長崎市富士見町13-26
　電話（095）862-5132
　FAX（092）862-3167
●事業内容／塗料の卸売、塗装工事および防
水工事、内装仕上工事
●従業員数／4名

塗装工事の分野へも進出

代表取締役 柏山  勝

中島川に架かる石造二連アーチ橋「眼鏡橋」。
水面に映される姿が眼鏡のように見えるとこ
ろからこの名で呼ばれる。日本初の石造りア
ーチ橋で、国の重要文化財に指定されている。

稲
いな

佐
さ

山から見た長崎の夜景。北海道・函館、
兵庫・神戸とともに「日本三大夜景」に数え
られており、頂上にある展望台は多くの人
で賑わう。

本社社屋。「浦上川沿いの小さなお店で創業しました。ここに移ったのは37年前です」（柏山社長）。

本社事務所。

世界文化遺産に登録された「長崎と天草地方の潜伏キリ
シタン関連遺産」 の大野集落にある「大野教会堂」（左）
と、出

し

津
つ

集落にある「出津教会堂」（上）。いずれもド・ロ
神父の設計と指導により建てられたもので、国の重要文
化財に指定されている。

工事も手がけるようになり、お客様には
“安心”を買っていただいているのだと実感しています。
その安心感、信頼をもとに、工事の受注を伸ばし、
販路をさらに拡大していきたいと思います。

江戸時代、国内唯一の貿易港だった「出島」跡。出
島は明治時代に姿を消したが、修復・復元する取
り組みが続いており、当時の雰囲気を味わうこと
ができる。

市街を見下ろす風
かざ

頭
がしら

山に
ある「風頭公園」。凧揚げの
名所として知られる公園で、
坂本龍馬の銅像も建つ。

販売店は“安心”を売っている
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　九州地方南東部に位置する宮崎県の
中心部にあり、県最大の都市、宮崎市。
温暖な気候に恵まれ、「青島」をはじ
め、市内には亜熱帯植物が茂る風景が
広がっています。南国情緒豊かなこと
から、かつては新婚旅行のメッカとし
て栄えました。現在はプロ野球やプロ
サッカーのキャンプ地としても知られ
ています。
　　　　＊　　　　　　　＊
　その宮崎市に本社のある株式会社タ
ニグチ防水塗工をお訪ねし、代表取締
役会長の谷口茂樹さんと代表取締役社
長の谷口真樹さんにお話をうかがいま
した。
■創業はいつでしょうか？
●会長：1975（昭和50）年の4月で
す。延岡出身ですが、21歳のときに宮
崎で自動車板金工場を起こして5年間
経営したあと会社を畳み、建築業界に
入りました。
■この業界に入ったきっかけをお聞か
せください。
●会長：自動車塗装の技術指導のため
に宮崎の塗装会社に勤めたのがきっか
けです。もともと車の塗装をしていた
ので覚えるのは早かったですね。独立

したのはその5年後の30歳のときです。
■当初から防水工事を手がけていたの
でしょうか？
●会長：当初は防水ではなく「ガン屋」、
つまり外壁の吹付専門で、社名も「谷
口吹付塗装」でした。当時は宮崎市で
も吹付専門工事店は少ない一方、高度
経済成長期で工事物件が多く、需要は
ありました。年中無休でしたよ（笑）。
ただ、下請けで単価が安く、現場の数
をこなさないと利益が出なかったので、
時には県外へも行きました。

■社名変更はいつでしょうか？
●会長：創業から10年くらいたって
からですね。外壁の防水工事の依頼が
徐々に多くなってきたころです。人手
が足りないこともあり、吹付塗装の機
械も積極的に導入しました。広い面積
を施工できますし、短期間で仕上り、手
作業より効率的です。高圧洗浄機も九
州に2台あるうちの1台がありました。
20年ほど前、床や屋上にも注目して
ニットクさんの超速硬化カラーウレタ
ン吹付システム「プルーフロンQS」を

入れたのも、宮崎では当社が最初だっ
たと思います。
●社長：現在は防水も塗装もこなし、外
壁から屋上、床まで、工事全般を請け
負っています。
■ニットクとのお付き合いはいつごろ
からでしょうか？
●会長：自社で請けて工事をするため
の材料を探していたとき、ニットクさ
んの高弾性外壁防水化粧材「ハイプル
ーフ」に出会ってからですね。社名を
変えたころだと思います。いまは建築
用塗膜防水材「プルーフロン」が中心
ですね。「NTスプレー」でもお世話に
なっています。2液水性ハイブリッド
無機樹脂塗料「シルビアセラティーN」
もよく使わせていただいています。
■これまで経営されてきた中で印象的
な出来事をお聞かせください。

●会長：20年以上前の、日南市文化セ
ンターの改修工事ですね。初めて手が
けた大きい物件です。九州唯一の丹下
健三作品で、そのときの内壁がニット
クさんの弾性の石調模様外壁防水塗材
「ハイプルーフ石調」。屋上も「プルー
フロンQS」でした。それからフェニッ
クス・シーガイア。コンベンションセ
ンターからホテルまで、数十万㎡を全
部私が吹き付けました。

■社長のご入社はいつでしょうか？
●社長：1994（平成6）年、24歳のと
きです。学校を卒業してソフトウェア
開発関係の会社に勤めましたが、長男
でしたし、会社を継ぐつもりで、結婚を
機に入社しました。社長就任は2016
年の11月ですが、会長が登記変更し
ていたことに気づいたのは2017年
の建設業の許可証の更新のときで、1
年くらい知りませんでした（笑）。
■エポックメーキングになったと思わ

れる出来事をお聞かせください。
●会長：1983年、県の最初のアスベ
スト除去工事で指名に入ったことです。
その実績で、宮崎で独占的に請けるよ
うになりました。
●社長：そのアスベスト除去工事や吹
付工事のノウハウがあったから、粉塵
や塗料の飛散防止など、レベルの高い
養生が可能になりました。その技術を
生かし、いまは橋梁関係に力を入れて
います。橋梁工事には剝離技術が必要
です。当社は風圧集塵機などの機械も
あり、セキュリティゾーンの作り方か
ら他社とはまったく違います。橋梁工
事を手掛けながら内部留保を増やし、
会社の体力をつけておけば、さまざま
な事業に展開しやすいと思います。
■それがこれからの会社の展望につな
がるのでしょうか？
●社長：内部留保しながら福利厚生の
充実など、新たな人材の受け入れ態勢
を整えたいと思っています。それから
人材育成ですね。いまいる若い職人を、
現場管理ができる人間に育てていきた

いという気持ちは強くあります。
●会長：管理できるリーダー的な人間
がいないと現場の数も増やせません。
育てるための専属チームをつくりたい
のですが、なかなか手が回りません。育
成がおろそかになると、機械の稼働率
も落ちてしまいます。少ない人間でこ
なしていくには、管理も施工もできる
多能工が必要です。
●社長：当社は職人に、管理者に必要
な一級建築施工管理技士をはじめ、塗
装技能士、防水技能士などの資格を取
得させてきましたが、これからも資格
取得を積極的に推進して、人材育成に
注力していきたいですね。高齢化と人
材不足への対応は、業界全体の課題で
もあると思います。
■趣味をお聞かせください。
●会長：以前は猪などの狩猟もしてい
ましたが、いまはゴルフですね。1週
間に1回は行っています。腕は悪いで
すが（笑）。
●社長：学生のときは卓球部でしたが、
いまスポーツはテレビ観戦です。宮崎
はプロチームがキャンプに来ることも
あり、野球とサッカーはよく見ますね。
■本日はどうもありがとうございました。

得 　 　 意 　 　 先 　 　 を 　 　 訪 　 　 ね 　 　 て……………………………………………………………………………………………【宮崎市】

株式会社タニグチ防水塗工

P R O F I L E
■株式会社タニグチ防水塗工
　（九州ニットク・アメニティシステム会会員）

●創業／1975（昭和50）年4月
●資本金／1,000万円
●代表者／代表取締役　谷口真樹
●所在地／〒880-0831
　宮崎市新栄町97
　電話（0985）29-5724
　FAX（0985）28-8921
●事業内容／防水工事、塗装工事、外壁改修
工事、アスベスト処理工事
●従業員数／11名

積極的な設備投資

代表取締役会長 谷口茂樹 代表取締役社長 谷口真樹

美しい亜熱帯性植物が多く茂り、国の天然記念
物に指定されている「青島」（左上）。周りは奇
岩「鬼の洗濯板」（左下）に囲まれ、対岸には「青
島海岸」が広がる。島の中央には、縁結びの社
として知られる「青島神社」（右）がある。 本社社屋。「創業した場所に土地がありますが、区画整理されて5年ほど前に現地に移りました」（会長）。

実績と技術を生かして
未知の分野へ挑戦

本社事務所。

運動広場などがあり、市民の憩いの場となっている
「平和台公園」（左）。1964年の東京オリンピックで
は「平和の塔」が聖火リレーの第2スタート地点とな
った。この塔は「紀元2600年記念事業」で「八

あめ

紘
つち

之
の

基
もと

柱
はしら

」として建造されたもので、同じ事業で「宮崎神
宮」（右）にも「皇軍発祥之地の石碑」が設けられた。

早期に導入した機械と培った技術、
そしてアスベスト除去工事の実績。
それらを土台に、人材育成に
力を入れていきたいですね。

管理者を育てて
新たな事業展開をしたいですね。
そのためにも、いま、内部留保を増やし、
会社の体力をつけておきたいと思います。

四季折々の花と緑を楽しめる植物公園「フローラ
ンテ宮崎」。芝生広場やガーデニングの見本園など
が美しく、ゆっくりと過ごすことができる。 
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　「ニットク・アメニティシステム連合

会」（会員数468社）の令和元年総会が昨

年の11月15日、愛知・名古屋マリオット

アソシアホテルで開催されました。

　総会は佐々木副会長の「開会の辞」で

始まり、その後、出席者全員で「ニット

ク・アメニティシステム連合会会員憲章」

の唱和が行われました。続いて穂坂会長

の挨拶では、「台風15号、19号、21号と、

追い打ちをかけるように相当な被害が出

ました。そういった状況の中、8月に九州

地区の会員が亡くなるという痛ましい出

来事がありました。夏から秋にかけて、一

連の災害にあわれた皆様には、心よりお

見舞いと、お悔やみを申し上げる次第で

ございます。会員の皆様にはお忙しい中

を全国津々浦々より本総会にご参集賜り

まして誠にありがとうございます。今年

の総会は元号が令和に変わりまして、初

めての記念すべき総会です。誠におめで

たいことに、日本特殊塗料の売り上げに

占めるニットク・アメニティシステム連

合会のシェア率が年々高くなってきてお

ります。5～6年前は、10％程度であった

ものが、昨今では、15％を超えるまでに

効果的な運用により、顧客のニーズに
より一層応えていきます。
④ニットク・アメニティシステム連合会
ホームページの充実化をはかります。
⑤広告・宣伝活動および官庁、設計事務
所などへのPR活動を推進します。
⑥ニットク・アメニティシステム連合会
理事会を年3回開催し、効率的な会の運
営をはかります。
⑦『ニットク・アメニティシステム連合
会ニュース』を発行します。
⑧各地区ニットク・アメニティシステム
会の技術委員会、広報委員会、支部会
会議の強化をはかります。
　議案の審議終了後には、総会に先立っ

て開催された合同技術委員会および合同

広報委員会の審議事項が報告されました。

■合同技術委員会
①「NT水性塗り替え用プライマーU」の
販売開始を報告
②「シルビアセラティーＮ」「NTサーモ
バランスNEO1」の技術資料整備状況
を報告
③不具合事例集、塗り床の改修ガイダン
スの作成状況を報告
■合同広報委員会
①会員数を増やすよう、広く勧誘活動を
行う
②販促グッズについて、床・防水現場調
査キットを検討
③「シルビアセラティーＮ」の指定活動

なってきているということでございます。

それにより、本日も多数の方々が社長賞、

会長賞を受賞されることになっておりま

す。誠におめでとうございます。建設産

業というのは、オリンピックの景気など

もあり、フォローの風に乗っているよう

な気がしており、我々の仕事の景気もそ

んなに悪くなく推移していたように思っ

ておりました。しかし、それも少し陰り

が見えてきたのではないかと感じており、

建設産業が変化してきている時期と考え

ます。そういった中で我々には課題が山

積みになっていると思います。一番は施

工者に後継がいないということ。若者が

この建築産業になかなか入職してこない

ということでございます。また、建設材

料の形が今後どう変わっていくのか、技

術、技能を研鑽していかないといけない

と思います。さらにAIについて、我々に

活用できるのか分かりませんが、何かで

きないと立ち遅れてしまうのではないか

なという気がしております。そしてもう

一つ、政府から突き付けられている働き

方改革があります。時短の問題がよくい

われておりますが、私は働き方の方策の

一つだと思っており、働いている人たち

が幸福感、達成感、やりがいといったも

のを感じられる作業環境を作っていくこ

とが経営者の仕事だと思っています。だ

からお互いに企業も成長しながら、働く

人たちも成長できるような、使う方も使

われる方も発想の転換が必要ではないか

と思います。少しでも興味があれば、技

の推進
④動画等ホームページの活用
　　　　　＊　　　　　　＊

　その後、本年度の優秀会員の表彰が行

われました。表彰を受けられたのは以下

の方々です。

■ニットク・アメニティシステム連合会
会長賞（7社）
　九州防水㈱（九州）※15年連続

　㈱ミカド（九州）※15年連続

　新生建工㈱（東海）※12年連続

　㈱スギモト（九州）※9年連続

　㈱ナカムラ（関東・甲信越）※6年連続

　小田建塗工業㈱（東海）※6年連続

　㈱マイスター技研（東海）※3年連続

■日本特殊塗料㈱社長賞（22社）
　㈱昌栄　東京支店（関東・甲信越）
　※19年連続

　㈱オキナワ技研（九州）※19年連続

　アサヒカラコン㈱（近畿・北陸）※17年連続

　九州防水㈱（九州）※15年連続

術委員会や広報委員会の中で研究して、

話し合ってみてもいいのではないかなと

思います。今般、地元の名古屋の皆様に

は、加藤会長が亡くなるという厳しい環

境で会場のセッティングなどご準備いた

だき本当にありがとうございました。加

藤氏のご冥福をお祈りいたします。最後

になりますが、来年は災害の少ない、会

員が亡くなるという悲劇のない年であり

たいと、皆様とまた元気でお会いできる

ことを祈念申し上げまして、私の挨拶と

させていただきます」と述べられました。

　続いて、穂坂会長が議長に選任され、第

1号議案から第4号議案が審議され、承認・

可決されました。

　　　　　＊　　　　　　＊

　なお、第3号議案で承認された令和元年

度の事業計画は以下の通りです。

①日本特殊塗料のすべての塗料・工法の
採用に取り組んでいきます。
②今年度も引き続き、「シルビアセラテ
ィーＮ」「NTサーモバランスNEO1」
「遮熱塗料シリーズ」「防水材」「塗り
床材」の採用拡大に取り組みます。
③各地区ニットク・アメニティシステム
会と日本特殊塗料の連携を密にして、

　㈱ミカド（九州）※15年連続

　㈲マエダ化研（近畿・北陸）※14年連続

　新生建工㈱（東海）※12年連続

　㈲有村防水（九州）※11年連続

　㈱スギモト（九州）※9年連続

　古賀工業㈱（近畿・北陸）※7年連続

　㈱安河内工業（九州）※7年連続

　㈱ナカムラ（関東・甲信越）※6年連続

　小田建塗工業㈱（東海）※6年連続

　㈱ハスナ（関東・甲信越）※4年連続

　㈱駿河コーポレーション（九州）※4年連続

　㈱マイスター技研（東海）※3年連続

　㈱愛知レジン（東海）※2年連続

　㈱建装テクノ（東北）

　三協レジナス㈱（関東・甲信越）

　川口吹付工業㈱（九州）

　㈱深港美装（九州）

　鹿児島ビルド㈱（九州）

　　　　　＊　　　　　　＊

　表彰に続いて、メーカーを代表し田谷

社長から、「日頃は、ニットクの塗料製品

の販売にあたってたいへんお世話になり

ありがとうございます。また、本日は名

古屋での総会ということで、皆さまお忙

しい中お集まりいただきましてありがと

うございます。ニットク・アメニティシ

ステム連合会も今回で36回になります。

30年以上の長きにわたって、皆様には日

ごろからたいへんお世話になりありがと

うございます。

　ニットク・アメニティシステム連合会

は塗料事業の中心をなす会でございます。

塗料事業の売り上げにおけるニットク・

アメニティシステム連合会のシェアは

年々拡大しており、私たちとしても最大

に重視しております。改めて感謝申し上

げる次第でございます。ニットク・アメ

■塗料事業本部
●ニットク・アメニティシステム連合会──

「令和元年総会を愛知・名古屋マリオットアソシアホテルで開催」

▲佐々木副会長による開会の辞

▲会長賞

▲社長賞
▲会員憲章の唱和

▲総会会場

▲穂坂会長の挨拶

▲合同技術委員会

次ページに続きます。▶▶▶

▲合同広報委員会
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ニティシステム連合会の運営にあたりま

しては、穂坂会長、佐々木副会長、宮本

副会長、各理事、会計幹事、日ごろそれ

ぞれの会社でお忙しい中、ご尽力いただ

きまして誠にありがとうございます。ま

た、ここにいらっしゃる会員各位の方々

が、ニットクの製品を広めようといろい

ろなことで計画、戦略を立てて弊社とと

もに販売の促進にご尽力いただきまして

本当にありがとうございます。改めて御

礼を申し上げる次第でございます。

　さて、令和という時代になりましたけ

れども、なかなか日本経済全体を見回し

てみましても、ラグビーワールドカップ

などの特別な需要はあるものの、やはり、

日本経済の底辺全体が拡大していかない

と、日本経済は発展していかないのでは

ないかと思います。しかし、政府にばか

り頼っているわけにもいきませんので、

なんとかここにおられる皆様や企業が中

心になって、経済を盛り上げていかなく

てはいけないと思っております。それに

あたっては、ニットク・アメニティシス

テム連合会がワンチームということで、

皆がしっかりとスクラムを組んで、しっ

かりとした戦略をもって戦っていかなけ

ればならないと思っています。

　最近はITのシステムが発展しておりま

すが、やはり商売の基本は顔を突き合わ

せたコミュニケーションが大事だと思って

います。従いましてニットクとしては、常

日頃アンテナを高く立てて、いろいろな情

報をいち早くつかんで、皆さんが安心し

て売れる、他社に対して差別化できる新

しい製品をしっかりと開発していくとい

うことが重要でございます。したがって、

各営業所からどういったニーズがあるか

とお聞きすると思いますので、忌憚のな

いご意見をぜひお願いしたいと思います。

　これからより発展していくためには、

それに加え、いかにITやAIを活用してい

くかも重要です。こうした会でも新しい

考え方を取り入れて、少しずつ変わって

いくことが必要だと思いますので、弊社

がしっかりとノウハウを提供できるよう

に、社員一丸となって努力して参りたい

と思っております。引き続きよろしくお

願いいたします。

　最後でございますが、ニットク・アメニ

ティシステム連合会のますますの発展と、

ここにおられる会員企業のさらなる社業

の発展、そして皆様のご健勝を祈念して、

私の挨拶とさせていただきます」との挨

拶がありました。最後は宮本副会長の閉

会の辞で今回の通常総会を終了しました。

　本年度も「ニットク・アメニティシス

テム連合会」の一層の発展と飛躍が大き

く期待されます。

▲田谷社長の挨拶

▲宮本副会長による閉会の辞

■自動車製品事業本部

「新工場での生産を開始」天津日特固防音配件有限公司

　天津日特固防音配件有限公司（TAN）

として3番目の工場になる武清工場（Wu 

qing Plant）が、生産を開始いたしました。

　天津市の中心部から北北西に40㎞ほど

離れた武清区という場所にあり、工場全

体の敷地面積は27,000㎡、IFP工法によ

るフロアーマット専用工場です。

　現在は、ニットクの支援による品質改

善活動を推進中です。ご期待ください。

▲工場外観

■塗料事業本部

「いいいろ塗装の日」のボランティア活動に協力

　11月16日、日本塗装工業会広島県支部

主催で行われた、「いいいろ塗装の日」

のボランティア活動で弊社塗料を塗装し

ていただきました。

　広島市では広島中央公園の遊具のクッ

ション床部に、福山市では長和島公園内

の遊具、トイレの外壁等に塗装していた

だきました。塗装は日本塗装工業会広島

県支部の会員様にきれいに仕上げていた

だきました。誠にありがとうございまし

た。

　このボランティア活動は、毎年広島県

内の公共施設を中心に行われており、地

域に貢献している素晴らしい活動です。

弊社としてもできる限りの協力を継続し、

また、新しい取り組みも検討していきた

いと考えています。

▲工場内部

　こうした背景を踏まえ、ウレタン樹脂
系塗膜防水材などの弾性塗膜への、塗り
替え用プライマーとして、「NT水性塗り替
え用プライマーU」を開発いたしました。
■特長
①優れた環境性能
　水系塗料で臭気がほとんど無いため、
周辺環境への影響が少ないです。また、
シックハウス症候群の原因とされる
「ホルムアルデヒド」をはじめ、厚生労
働省指針13物質および文部科学省基
準6物質を使用していません。
②幅広い既存塗膜への付着性に優れる
　ウレタンゴム系塗膜防水材に限らず、
防水用塩ビシート、弾性ウレタン樹脂
系塗り床材など、幅広い既存塗膜への
付着性に優れます。
③幅広い上塗り適性
　厚膜タイプの上塗り材としては、ウレ
タンゴム系塗膜防水材、弾性ウレタン

　昨今、環境規制の強化が進み、「特定化
学物質障害予防規則」や、「毒物及び劇
物取締法」の規制物質も、増加傾向にあ
ります。2012年には一般的な溶剤系塗
料に含まれるエチルベンゼンが、2014
年にはメチルイソブチルケトンが、「特
定化学物質障害予防規則」の対象物質に
追加されました。さらに、ウレタン樹脂
系塗膜防水材やそのプライマーなどにも
使用されている、トルエンジイソシアネ
ートやジフェニルメタンジイソシアネー
トも、「毒物及び劇物取締法」の候補物
質となっており、今後は水系塗料など環
境対応型塗料の需要がより高まっていく
と予想されます。

樹脂系塗り床材
が適用可能です。
薄膜タイプの上
塗り材としては、
ウレタンゴム系
塗膜防水材用ト
ップコート、弾
性ウレタン樹脂
系塗り床材用ト
ップコートが適用可能です（水系、溶
剤系どちらも適用可）。
④柔軟性に優れる
　柔軟性に優れるため、弾性下地への追
従性が高いです。
⑤耐候性に優れる
　耐候性に優れるため、施工周辺のロー
ラーミストによる変色（黄変）を予防
できます。
■荷姿
●11㎏セット（Ａ液：10㎏　Ｂ液：1㎏）

「NT水性塗り替え用
　　　　プライマーＵ」

新 製 品 紹 介

●第1技術部技術2課　沼田恒平

▲広島市・
　広島中央公園

▲福山市・長和島公園

▲販促パンフレット
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　10月17日からの３日間、ひらつかサン・

ライフアリーナにて第15回目となる「湘

南ひらつかテクノフェア」が開催されま

した。湘南地区を中心に100あまりの企

業・団体が出展し、業界の枠を超えた情

報交流および、最新技術の体感ができる

■塗料事業本部

「湘南ひらつかテクノフェア2019」に出展

■業務本部

地域交流企画「第2回夏休み自由研究教室」を開催

　8月24日、地域交流企画として、「夏休

み自由研究教室」と題し、小学生の夏休

みの自由研究をサポートする講座を本

社・カフェテリアで開催しました。一昨

年に続く第２回目です。

　今回の自由研究教室のテーマは「水性

ペンの色を分解しよう！」です。コーヒ

ーフィルターをろ紙の代わりにしたペー

パークロマトグラフィーの実験を行いま

した。参加した子どもたちは、水性ペン

のインクが何色にも分かれて紙の上に広

がっていく様子を、皆とても熱心に観察

していました。

　前回よりも少し早めに案内を配布した

こともあり、小学生18名、保護者や小学

生以下の子どもたちも合わせると、社内

外より36名のご参加をいただきました。

今回も小学生を対象とした企画でしたが、

中学生になっても参加したいとの声もい

ただき、またリピーターも多く運営側と

しても楽しい一日となりました。この経

験を生かして、次年度も企画したいと思

います。

ことで毎年反響の高いイベントです。

　今回のニットクブースでは、「遮熱」

と「防音」を中心に、生活に寄り添った製

品を展示いたしました。デモ

機にて実際に熱と音、それぞ

れの差を多くの方に感じて

いただき驚きの声を何回も

いただきました。

　この「湘南ひらつかテクノ

フェア」では、弊社を含め日

常では触れることが少ない

製品や技術を間近に感じる

ことができます。ぜひご来場

ください。

■塗料事業本部

「きたかみ・かねがさきテクノメッセ2019」に出展

　10月25日からの3日間、岩手県北上市

の北上総合体育館にて、「きたかみ・かね

がさきテクノメッセ2019」が開催されま

した。

　北上・金ヶ崎地区を中心に100余りの企

業、学校、団体が出展し、地域の高い工

業集積力をアピールしました。今回、ニ

ットクは関連会社・富士産業協力のもと、

初めて参加しました。建築汎用の製品と

して、塗り床

材の「ユータ

ック」、防音製

品の「防音く

ん」シリーズ

を中心に展示

しました。ま

た、自動車用部材として防錆塗料の「イ

ーディケル」シリーズを展示しました。

来場者は延べ2万8,000人あり、高い関心

と注目をいだたきました。

は流し台（シンク）の裏面へ「防音くん・流
し台用」を貼りつけることで大幅に低減
することができます。
　ニットクでは、DIY商品を扱う部署が
あり、ホームセンターなどのほか、イン
ターネットでも販売しています。
■特長
①粘着層はブチルゴム系のため、流し台
で使用される冷水から熱水の温度域に
も対応し、密着性に優れています。

②貼り付けやすく、加工もしやすいサイ
ズ（ほぼA4判）です。

　防音くんブランドで展開する建築分野
向けの防音対策商品の中から、「流し台
用」をご紹介します。「防音くん・流し台
用」は、シートタイプの制振材です。流し
台の裏側から、圧着することにより、騒
音を低減する効果が期待できます。
　ステンレス製流し台は水がシンクに当
たる「ザーザー音」、また熱湯を流したと
きに素材膨張による「ボコーン」というよ
うな騒音が発生します。このような騒音 ③70％程度の施工面積で充分な効果が

得られます。
■荷姿
●寸法……200㎜×300㎜×厚み2㎜
（4枚／セット）
●材質……アルミ箔付きブチルシート

「防音くん・流し台用」 日本特殊塗料はこれまで、自動車用防音材のパイオ
ニアとして防音・騒音対策技術を蓄積してきました。
この技術を建築分野に生かした製品が「防音くん」シ
リーズです。ニットクは、「防音くん」シリーズを通
して、快適な住まいづくりに貢献します。

ニ ッ ト ク の
D I Y グ ッ ズ

●お問い合わせ
ニットクDIYショップ

0120-989-445
ニットクDIYショップ
http://www.nittokudiyshop.net/

▲ニットクブース▲来場者で賑わう会場

▲実験に取り組む子どもたち

▲会場（本社・カフェテリア） 0
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流し台のサイズを確認後、
お好みのサイズに
カットしてください。

流し台の裏側から
圧着して貼り付けます。

●防音くん 流し台用
　施工例

※社内測定値です。実際の防音効果を保障するものではありません。

●防音くん 流し台用の騒音レベル測定結果

▲ニットクブース ▲会場
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■エバーグリーン琴似A棟、B棟（北海道）
外装用微弾性塗料「シルビアサーフ」＋建築外装用塗料
「ハイプルーフ上塗Ｎ」/3,618㎡
建築用塗膜防水材「プルーフロンバリュー」/658㎡
施工/㈱星塗装工業

■モリパーク・アウトドアヴィレッジ棟1屋根遮熱塗装工事（東京）
屋根用遮熱塗料「パラサーモシリコン」/4,150㎡
建設/昭和の森綜合サービス㈱
施工/㈱サカクラ

■芦の牧プリンスホテル外壁改修工事（福島）
外装用微弾性塗料「シルビアサーフ」＋建築外装
用塗料「シルビアNADシリコン」/2,400㎡
施工/ヒロ塗装

■川崎市某施設（神奈川）
建築用塗膜防水材「プルーフロ
ンエコ」X-1工法/900㎡
建築用塗膜防水材「プルーフロ
ンエコ」X-2工法/250㎡
施工/㈱グラニット

■㈱リーブルテック埼玉工場（埼玉）
屋根用遮熱塗料「パラサーモシリ
コン」/10,000㎡
建築外装用塗料「シルビアNADウ
レタンN」/2,500㎡
施工/㈱アケボノ

■日本端子㈱AT&M事業部第二工場（神奈川）
塗り床材「ユータックスーパーFハードN」ハード流し
展べ工法2㎜厚/490㎡
施工/㈲武井塗装店

■ニッケイインスツルメンツ㈱小鹿
野工場屋根塗装工事（埼玉）
屋根用遮熱塗料「スーパーパラサ
ーモシリコンS」/1,704㎡
施工/㈱日本アステック

■某工場新築（愛知）
塗り床材「ユータックE-30N」流し展べ工法/6,000㎡
施工/小田建塗工業㈱

■旭川大雪アリーナ（北海道）
超速硬化塗膜防水材（スプレーシステム）
「NTスプレータイプH」NY-SH30S工法
/580㎡
建設/㈱橋本川島コーポレーション
施工/㈱アイ・ディー・エフ

■ケイヒン㈱新お台場流通センター（東京）
建築用塗膜防水材「プルーフロンバリュー」X-1工法/4,423㎡
建設/鉄建建設㈱東京支店
施工/㈲錦工業

■市光工業㈱藤岡製作所（群馬）
塗り床材「ユータックE-30N」ハード流し展べ工法/5,300㎡
施工/㈱タナカペインティング

■川崎市立某中学校（神奈川）
B棟・C棟　建築用塗膜防水材「プルーフロンエコ」PKD-
E30ES工法（X-1断熱機械固定工法）他/約1,700㎡
D棟　超速硬化塗膜防水材（スプレーシステム）「NTスプ
レータイプS」金属屋根工法/503㎡
設計/川崎市まちづくり局
施工/㈱テクノアートイシヤマ

■㈱グレープストーン桶川工場厚生
棟改修工事（埼玉）
塗り床材「ユータックE-30N」ハ
ード流し展べ工法/120㎡
施工/㈲井上建装

■㈱テクノミックスメンテ（静岡）
屋根用遮熱塗料「パラサーモフッ素」/1,100㎡
建築外装用塗料「シルビアセラティーN」/630㎡
施工/㈲戸川塗装工芸

■セントラルハイツ（北海道）
高弾性外壁防水塗材「ハイプルーフ」/1,071㎡
建築用塗膜防水材「プルーフロンバリュー」/92㎡
施工/㈱星塗装工業

■埼玉職業能力開発促進センター・ポリテクセンター埼玉（埼玉）
塗り床材「水性ユータックFT」コーティング工法/約800㎡
施工/㈲下山塗装店

■JAふくしま未来・相馬中村総合研修センター屋根改修工事（福島）
万能下塗り塗料「エポラオールプライマー」＋屋根用遮熱塗料「パラ
サーモシールド」＋屋根用遮熱塗料「パラサーモフッ素」/1,000㎡
施工/㈲幕田塗装店

■ナショナルトレーニングセンター拡充棟（東京）
プール用塗料「プールエース」プールサイドゴムチップ・
ウレタン複合弾性カラー舗装工法/860㎡
塗り床材「ユータックE-30N」流し展べ工法、流し展べ
防滑工法/3,400㎡
塗り床材「ユータックFエコ」流し展べ防滑FT工法
/1,300㎡
建設/㈱フジタ
施工/三協レジナス㈱

■宍戸ヒルズ第２倶楽部屋根補修塗装工事（茨城）
屋根用塗料「リリーフNADシリコン」/800㎡
施工/ALUCIS ONE㈱ ■某商業施設屋上、3F駐車場（神奈川）

超速硬化塗膜防水材（スプレーシステム）「NTスプレータイプH」
駐車場防水工法/約10,000㎡
施工/㈱ナカムラ

■入間西部衛生組合清掃センター整備工
事（埼玉）
塗り床材「ユータックE-30N」樹脂モル
タル流し展べ工法（t＝5.0）/200㎡
塗り床材「ユータックWE-400N」コー
ティング工法/350㎡
施工/㈲井上建装

◀
施
工
後

施
工
前
▼

3736 NITTOKU NEWS  No.76  2020.1



■ニュー津島ハイツA棟B棟屋上防水改修工事（愛知）
建築用塗膜防水材「プルーフロンエコホワイト遮熱」防水
通気緩衝工法 PN-H30S工法/970㎡
建築用塗膜防水材「プルーフロンエコホワイト遮熱」防水
補強布入り密着工法 PGT-H20S工法/100㎡
設計・監理/大鹿企画設計 
施工/千代田工業㈱

■稲畑香料㈱（大阪）
塗り床材「ユータッククリーンE」SD-1工法/500㎡
施工/㈲マエダ化研

■クリスタルパーク恵那スケート場（岐阜）
塗り床材「ユータックE-30N」流し展べ防滑工法＋塗り床材「ユータッ
クR」/1,500㎡
塗り床材「ユータックE-30N」樹脂モルタル工法/185.3㎡
塗り床材「ユータックR」コーティング工法/100㎡
設計/いわむらでんでんけん
建設/㈱中島工務店
施工/㈲渡辺塗装

■某工場床新築工事（兵庫）
塗り床材「ユータックE-30N」流し展べ工法（1.5㎜）/4,000㎡
施工/㈱山善研装

■某岐阜工場（岐阜）
塗り床材「ユータックVE-100」2プライライニング工法/450㎡
施工/㈱ＧＭ

■某歯科医院（愛媛）
建築用塗膜防水材「プルーフロンエコHG」/275㎡
外装用微弾性塗料「シルビアサーフ」＋建築外装用塗料
「シルビアWU-200」/620㎡
施工/宮本防水塗装㈱

■日産京都宇治西店（京都）
塗り床材「ユータックオリゴマー」流し展べ工法/700㎡
施工/古賀工業㈱

■某店舗屋上駐車場防水改修工事（広島）
超速硬化塗膜防水材（スプレーシステム）「NTスプレータイ
プH」NC-SH30UTR工法/1,000㎡
施工/㈱ポリテクノ

■某工作機械メーカー（愛知）
塗り床材「ユータックE-30N」流し展べ工法/約8,000㎡
施工/㈲ベストフロア工業

■アテックス奈良新築工事（奈良）
塗り床材「ユータックE-30N」流し展べ工法/2,500㎡
施工/古賀工業㈱

■餃子の王将（岐阜）
塗り床材「ユータックコンプリート」
CPM-4N工法/約75㎡
施工/㈱建和

■姫路・旬期厨房塗り床改修工事（兵庫）
塗り床材「ユータックコンプリート」
CPMGU-5N工法/15㎡
施工/古賀工業㈱

■クラレファスニング㈱福井工場（福井）
塗り床材「ユータックスーパーＦハードN」流し
展べ工法/100㎡
施工/㈲マエダ化研

■メゾンフジタ（岡山）
高弾性外壁防水塗材「ハイプルーフ」標準工法
/500㎡
施工/㈲津山塗装

■某愛知県食品工場（愛知）
塗り床材「ユータックコンプリート」CPM-4N工法/320㎡
施工/㈱納所床工業

■大阪印刷インキ製造㈱塗り床改修工事（大阪）
塗り床材「ユータックVE-100」2プライライニング工法/380㎡
塗り床材「ユータックVE-200」2プライライニング工法/40㎡
建設/関計㈱
施工/古賀工業㈱

■ヴィラユーザン88（愛知）
建築外装用塗料「タイルレジスト」/1,387㎡
施工/㈲鬼頭塗装店

■いけうち上比志工場新築工事（兵庫）
建築外装用光触媒塗料「エヌティオ」PC-10工法/1,500㎡
建設/㈱ソネック
施工/協和創建㈱

■某中学校プールサイド（岐阜）
プール用塗料「プールエース」クッション遮熱防滑工法/約350㎡
施工/㈱サンライズ知多

■某工場新築工事（徳島）
超速硬化塗膜防水材（スプレーシステム）「NTスプレータ
イプS」NF-ESS30G工法/336㎡
施工/㈱ナカバリコート

■長尾配送センター塗り床整備工事（福井）
塗り床材「ユータックE-30N」流し展べ工法/9,800㎡
施工/㈱サカイヤ

■某工場（岡山）
塗り床材「ユータッククリーンE」SD-2工法
/3,480.9㎡
施工/井森塗料㈱

■名古屋出入国残留管理局屋上運動場（愛知）
塗り床材「ユータックUグラウンドコート（再生カ
ラーゴムチップ）」/600㎡
建設/カトー建材工業㈱
施工/小田建塗工業㈱
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　ご紹介いただきました工事予定の方には、最寄りの安心できる「ニットク・アメニティシステム連合会」
の施工業者様をご紹介いたします。お気軽に最寄りの営業所へお声掛けください。
　対象は、戸建て住宅、工場などの「内外装工事」「屋根塗装工事」「防水工事」「塗り床工事」などです。

●感謝の気持ちをお贈りします。
　ご紹介いただきました工事が
成約した場合、謝礼金として成
約金額に応じて紹介料を施工
業者様からお贈りします。

改修工事予定の方をご紹介ください。改修工事予定の方をご紹介ください。

■K様事務所（福岡）
建築外装用塗料「シルビアUVカットシリコンクリヤー」
/160㎡
施工/㈱コウエイ技建

■大分市内某マンション屋上防水改修工事（大分）
建築用塗膜防水材「プルーフロンエコホワイト遮熱」
PD-H30S工法/1,300㎡
施工/㈱アイシン

■秋月カントリークラブハウス塗装工事（福岡）
万能下塗り塗料「エポラオールプライマー」＋屋根用塗料
「リリーフNADフッ素」クラウドグレー/2,771㎡
施工/㈱ニシイ住建事業部

■水流迫団地屋上防水改修工事（宮崎）
建築用塗膜防水材「プルーフロンバリュー」X-2工
法/424㎡
建築用塗膜防水材「プルーフロンバリューNS」X-2
立上り工法/40㎡
建設・施工/㈲森田塗装店

■某特別養護老人ホーム（佐賀）
シート防水材用上塗り塗料「ノンリークコート」フラットタイプ・
シルバー/2,000㎡
施工/和塗装

■平成30年度朝戸地区指定避難所屋根改修工事（繰）（鹿児島）
超速硬化塗膜防水材（スプレーシステム）「NTスプレータイプ
S」X-2工法（JASS8 L-UFH）/平場398.0㎡ 立上り58.5㎡
施工/㈲有村防水

■30-アーベインビオ春日外壁修繕その他工事１号棟、２号棟（福岡）
1号棟：建築用塗膜防水材「プルーフロンエコDX」PM-D20GE/1,000㎡
2号棟：建築用塗膜防水材「プルーフロンエコDX」PM-D20GE/1,000㎡
施工/㈱ニシムラ

■㈱スギモト事務所外壁塗装工事（熊本）
建築外装用塗料「シルビアセラティーＮ」/310㎡
建設・施工/㈱スギモト

■美奈宜の杜各棟塗装工事（福岡）
万能下塗り塗料「エポラオールプライマー」＋屋
根用塗料「リリーフNADフッ素」ミドルグレー
/2,797㎡
施工/㈱ニシイ住建事業部

■福田様邸外壁塗装工事（宮崎）
建築外装用塗料「シルビアセラティーＮ」/150㎡
施工/㈱防建

■佐賀県某病院（佐賀）
屋根用遮熱塗料「パラサーモフッ素」/1,000㎡
施工/肥州塗装

■清進産業㈱No.4倉庫外壁改修工事（山口）
建築外装用塗料「シルビアセラティーN」/400㎡
施工/㈱日光

■某工場屋根改修工事（大分）
万能下塗り塗料「エポラオールプライマー」遮熱ホワイト＋屋根用
遮熱塗料「パラサーモシリコン」ホワイト/2,000㎡
施工/㈱佐藤塗工

■猪熊小学校体育館屋根改修工事（福岡）
シート防水材用上塗り塗料「ノンリークコート」フラット
タイプ/1,000㎡
建設/㈱コンステック
施工/㈱カヤ工業

■河野様邸塗装工事（宮崎）
建築外装用塗料「シルビアセラ
ティーＮ」/150㎡
屋根用塗料「水性ルーフセラ」
/130㎡
施工／吉川塗装㈱

■佐賀県某ホテル駐車場（佐賀）
塗り床材「ユータックR」防滑工法/12㎡
施工/西九州ニチレキ㈱

■南九州ケーブルテレビネット（鹿児島）
建築用塗膜防水材「プルーロンエコ」X-1工法/450㎡
施工/南日本化成㈱

■新様邸（佐賀）
建築外装用塗料「シルビアセラティーＮ」/300㎡
施工/㈱丸田塗装

■竹田公園せせらぎ水路改修工事（大分）
プール用塗料「プールエース」/800㎡
施工/㈱梶原塗装社
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■開発本部・
　開発センター

東 京 営 業 所
神奈川営業所
中 部 営 業 所
大 阪 営 業 所
中四国営業所
九 州 営 業 所
DIY販 売 部
平 塚 工 場
静 岡 工 場
愛 知 工 場
広 島 工 場
九 州 工 場

〒114－8584  東京都北区王子3－23－2

〒114－0003  東京都北区豊島8－16－15

☎（03）3913－6131　　　●FAX（03）3913－6183

☎（03）5390－0661～6　 ●FAX（03）3914－1085

■塗料事業本部
〒114－8584  東京都北区王子3－23－2
〒254－8503  神奈川県平塚市長瀞１－10
〒472－0006  愛知県知立市山町東並木北12
〒565－0853  大阪府吹田市春日1－4－12
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〒849－0112  佐賀県三養基郡みやき町江口4726
〒123－0865  東京都足立区新田2－11－4
〒254－8503  神奈川県平塚市長瀞１－10
〒437－1612  静岡県御前崎市池新田4455
〒472－0006  愛知県知立市山町東並木北12
〒739－0025  広島県東広島市西条中央4－3－13
〒849－0112  佐賀県三養基郡みやき町江口4726

☎（03）3913－6203　　　●FAX（03）3913－6323
☎（0463）23－2135　　　●FAX（0463）23－3739
☎（0566）81－8111　　　●FAX（0566）81－8124
☎（06）6386－8492　　　●FAX（06）6338－3560
☎（082）423－8231　　　●FAX（082）423－8256
☎（0942）89－5766　　　●FAX（0942）89－5762
☎（03）3919－6001　　　●FAX（03）3919－6681
☎（0463）23－2131　　　●FAX（0463）23－3739
☎（0537）86－2491　　　●FAX（0537）86－7835
☎（0566）81－8113　　　●FAX（0566）82－4600
☎（082）423－3171　　　●FAX（082）423－3173
☎（0942）89－5661　　　●FAX（0942）89－5411

■自動車製品事業本部
営 業 統 括 部
東日本第1営業所
東日本第2営業所
中日本営業所
西日本第1営業所
西日本第2営業所
平 塚 工 場
静 岡 工 場
愛 知 工 場
広 島 工 場
東 九 州 工 場

〒114－0003  東京都北区豊島8－16－15
〒254－8503  神奈川県平塚市長瀞1－10
〒374－0024  群馬県館林市本町2－5－47 TM21プラザ2階204号
〒472－0006  愛知県知立市山町東並木北12
〒739－0025  広島県東広島市西条中央4－3－13
〒824－0022  福岡県行橋市稲童484－3
〒254－8503  神奈川県平塚市長瀞1－10
〒437－1612  静岡県御前崎市池新田4455
〒472－0006  愛知県知立市山町東並木北12
〒739－0025  広島県東広島市西条中央4－3－13
〒824－0022  福岡県行橋市稲童484－3

☎（03）5390－0663　　　●FAX（03）3914－1085
☎（0463）23－2132　　　●FAX（0463）23－3739
☎（0276）75－1571　　　●FAX（0276）75－1578
☎（0566）81－8112　　　●FAX（0566）82－4600
☎（082）423－3171　　　●FAX（082）423－3173
☎（0930）25－5091　　　●FAX（0930）25－6200
☎（0463）23－2131　　　●FAX（0463）23－3739
☎（0537）86－2491　　　●FAX（0537）86－7835
☎（0566）81－8113　　　●FAX（0566）82－4600
☎（082）423－3171　　　●FAX（082）423－3173
☎（0930）25－5091　　　●FAX（0930）25－6200

 
 

表紙イラスト／駒田寿郎
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●日本特殊塗料ホームページ　https://www.nttoryo.co.jp/
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